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１ 会長挨拶 

 

 本研究会は，平成 12 年に県内特別支援学校の教育の充実を目的に発足し，次代の変化や

学校現場で日々，指導に取り組まれている会員のニーズに応じて，研究体制の工夫・改善

を図って参りました。 

 

 令和２年度の会員数は，昨年度を超える 1,137 人となり，県内特別支援学校の教育の充

実に資する研究会に成長したことは，教育委員会及び教育センターの御指導・御支援並び

に会員の真摯な研究姿勢の賜物であると考えます。 

 

 さて，特別支援学校学習指導要領においては，「社会に開かれた教育課程」，「育成を目指

す資質・能力の明確化」，「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」，「カリキ

ュラム・マネジメントの実現」及び「学習評価の充実」等の重要な内容が示されています。 

 各特別支援学校においては，幼児児童生徒に「育成を目指す資質・能力」が確実に身に

付くことを目的として，手段としての「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善

等に取り組んでいるところです。 

 

また，広島県教育委員会が平成 26 年 12 月に策定した「広島版『学びの変革』アクショ

ン・プラン」に基づき，各特別支援学校においては，教職員間での十分な議論を行うこと

を通して，各校の特色を生かした幼児児童生徒の主体的な学びを促す教育活動を実践して

います。 

 

 令和２年度は，「広島版『学びの変革』アクション・プラン」の全県展開３年目として，

各校版「学びの変革」アクション・プランに基づく授業改善等の取組が進められており，

本研究会の研究主題を「『知識及び技能』『思考力・判断力・表現力など』『学びに向かう力，

人間性など』の育成を目指す主体的・対話的で深い学びの実現」と設定しています。 

 

 しかしながら，令和２年度の研究大会については，令和２年 12 月 24 日に開催する予定

でしたが，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，やむを得ず中止としました。 

そのため，本稿において，教育課程別４校の特別支援学校からの研究発表，他の特別支

援学校による各校版「学びの変革」アクション・プランに基づく研究発表，令和元年度県

立教育センター教員長期研修生の研究報告をとりまとめました。 

 

本稿の内容を共有することにより，本県の特別支援教育の益々の充実・発展を目指し，

各特別支援学校における教育研究の更なる推進を期待します。 

 

令和２年 12 月 24 日 

 

広島県特別支援学校教育研究会  

会 長   平 川  泰 寛  



２ 令和２年度広島県特別支援学校教育研究会事業計画 

 

（１）

（１）（１）

（１）会員数（目標

会員数（目標会員数（目標

会員数（目標 1,150

1,1501,150

1,150 名）

名）名）

名） 

  

  

  

 

 

（２）

（２）（２）

（２）趣旨

趣旨趣旨

趣旨 

  

 

  障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立

ち，一人一人の教育的ニーズを把握し，そのもてる力を高め，学習上又は生活上の困難を改善・

克服するため，適切な指導や支援を行えるよう専門性の向上を図り，今後の特別支援教育の一層

の充実を図る。 

 

（３）

（３）（３）

（３）研究主題

研究主題研究主題

研究主題 

  

  

  

 

「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力など」「学びに向かう力，人間性など」の育成を目指

す主体的・対話的で深い学びの実現 

 

（４）

（４）（４）

（４）活動内容

活動内容活動内容

活動内容 

  

 

教育研究会資料（冊子）の発行及びホームページによる研究成果の報告 

  （新型コロナウイルス感染症対策のため，教育研究大会は開催しない。） 

  ア 研究発表 

・教育課程「準ずる」「知的」「自立活動」別に計４校が発表（研究大会ローテーショングルー

プによる） 

・原稿による発表 

発表番号 研究発表校 教育課程 研究テーマ 

発表① 
広島中央特別支援学校 

準ずる教育 

研究主題を踏まえ， 

学校ごとに設定 

発表② 
庄原特別支援学校 

知的障害教育① 

発表③ 
広島北特別支援学校 

知的障害教育② 

発表④ 
広島⻄特別⽀援学校 

自立活動を主とした教育 

 

  イ 研修報告 

 令和元年度の県立教育センター長期研修生２名が研究成果を発表 

 原稿による報告 

発表番号 発表校 発表者(長期研修生) 

発表① 広島県立広島特別支援学校 髙牟禮 龍 

発表② 広島県立福山北特別支援学校 柹木 はるか 



ウ ポスター発表 

  ・研究発表校以外の学校が実施 

  ・原稿による発表 

発表番号 ポスター・展示発表対象校 内  容 

①  広島県立 広島南特別支援学校 

ポスター発表 

※自校の「学びの変

革」アクション・プラ

ンに係る取組 

②  広島県立 尾道特別支援学校 

③  広島県立 尾道特別支援学校しまなみ分校 

④  広島県立 広島特別支援学校 

⑤  広島県立 福山特別支援学校 

⑥  広島県立 西条特別支援学校 

⑦  広島県立 廿日市特別支援学校 

⑧  広島県立 福山北特別支援学校 

⑨  広島県立 三原特別支援学校 

⑩  広島県立 三原特別支援学校大崎分教室 

⑪  広島県立 呉特別支援学校 

⑫  広島県立 呉特別支援学校江能分級 

⑬  広島県立 沼隈特別支援学校 

⑭  広島県立 黒瀬特別支援学校 

⑮  広島県立 呉南特別支援学校 

⑯  広島市立 広島特別支援学校 

 

（５）

（５）（５）

（５）その他

その他その他

その他 

  

 

令和２年度は，会費を徴収しない。 



研究発表①

視覚障害児の主体的・対話的

で深い学びの育成を目指した
学校図書館教育の充実

広島県立広島中央特別支援学校

視覚障害者に対する読書環境の合理

的配慮を整理することを通して学校

図書館を整備することで，視覚に障

害がある幼児児童生徒の言語活動を

向上させ，主体的・対話的で深い学

びの育成を図る。

研究

目的

１ 研究の概要

研究

仮説
学校図書館等の読書環境を整備する

ことで，言語活動を引き出し，視覚

に障害がある生徒等の主体的・対話

的で深い学びの育成を図ることがで

きるであろう。

研究内容(令和元年度）

①学校図書館の環境について，全国の視覚障

害特別支援学校に対してアンケート調査を

行い，その実態を明らかにする。

②読書活動の充実を図るべく，情報化の推進

（サピエの活用）に取り組む。

③学校司書等の人的配置と具体的な業務内容

について整理する。

④主体的・対話的で深い学びと読書指導及び

学校図書館等利用についての関係性の考察

は具体的事例と先行研究を参考に進める。

リニューアル後

リニューアル後リニューアル後

リニューアル後

環境整備（令和元年度リニューアル）

リニューアル前

リニューアル前リニューアル前

リニューアル前

書架：高さ２ｍスチール製５列

書架：高さ２ｍスチール製５列書架：高さ２ｍスチール製５列

書架：高さ２ｍスチール製５列

横向き

横向き横向き

横向き

床：塩化ビニール製フロアタイル

床：塩化ビニール製フロアタイル床：塩化ビニール製フロアタイル

床：塩化ビニール製フロアタイル

採光等：蛍光灯，カーテン

採光等：蛍光灯，カーテン採光等：蛍光灯，カーテン

採光等：蛍光灯，カーテン

蔵書：約１１，２００冊

蔵書：約１１，２００冊蔵書：約１１，２００冊

蔵書：約１１，２００冊

高さ１．５ｍ木製３列

高さ１．５ｍ木製３列高さ１．５ｍ木製３列

高さ１．５ｍ木製３列

縦向き

縦向き縦向き

縦向き

カーペット

カーペットカーペット

カーペット

ＬＥＤ，ブラインド，網戸

ＬＥＤ，ブラインド，網戸ＬＥＤ，ブラインド，網戸

ＬＥＤ，ブラインド，網戸

約７，３００冊

約７，３００冊約７，３００冊

約７，３００冊

令和２年度

令和２年度令和２年度

令和２年度

分館（絵本図書館）オープン

令和元年度

令和元年度令和元年度

令和元年度

書架：スチール製

書架：スチール製書架：スチール製

書架：スチール製

床等：塩化ビニール製フロア

床等：塩化ビニール製フロア床等：塩化ビニール製フロア

床等：塩化ビニール製フロア

タイル

タイルタイル

タイル

採光等：蛍光灯，カーテン

採光等：蛍光灯，カーテン採光等：蛍光灯，カーテン

採光等：蛍光灯，カーテン

蔵書：約１，３００冊

蔵書：約１，３００冊蔵書：約１，３００冊

蔵書：約１，３００冊

木製面出し書架設置

木製面出し書架設置木製面出し書架設置

木製面出し書架設置

クッションカーペット，テーブ

クッションカーペット，テーブクッションカーペット，テーブ

クッションカーペット，テーブ

ルセット

ルセットルセット

ルセット

ＬＥＤ，ブラインド

ＬＥＤ，ブラインドＬＥＤ，ブラインド

ＬＥＤ，ブラインド

約１，４５０冊

約１，４５０冊約１，４５０冊

約１，４５０冊

研究内容(令和２年度）

①「読書活動年間指導計画」の作成において，学

校図書館を活用する学習を積極的・計画的に取

り入れる。

②リファレンス等の相談機能を活性化させ，利活

用を深化させる。

③利用者数や貸出冊数の変化，サピエのダウン

ロード冊数調査等に基づき，図書資料の充実を

図る。

④「学校図書館だより」を随時発行し，新刊図

書・推薦図書・特設コーナー図書資料の周知や，

各部の読書活動の取組例，授業での活用例等を

紹介することで，主体的・対話的な学びをさら

に引き出す。

３　研究発表



検証方法と検証（中間報告）

・幼児児童生徒へのアンケート調査による評価

・年間読書目標冊数の達成率による評価

アンケート項目

アンケート項目アンケート項目

アンケート項目 ５月

５月５月

５月 １月

１月１月

１月

今まで以上に読書をしたいと思う

今まで以上に読書をしたいと思う今まで以上に読書をしたいと思う

今まで以上に読書をしたいと思う。

。。

。

５７

５７５７

５７% %

今まで以上に調べものをしたいと思う

今まで以上に調べものをしたいと思う今まで以上に調べものをしたいと思う

今まで以上に調べものをしたいと思う。

。。

。

６７

６７６７

６７% %

年間読書目標冊数

年間読書目標冊数年間読書目標冊数

年間読書目標冊数 １学期読書冊数・達成率

１学期読書冊数・達成率１学期読書冊数・達成率

１学期読書冊数・達成率 １月

１月１月

１月

７１８冊

７１８冊７１８冊

７１８冊 ４０％（２８８冊）

４０％（２８８冊）４０％（２８８冊）

４０％（２８８冊） ％

％％

％

図書委員による読み聞かせ

幼小学部の取組例２ 研究紹介
・読み聞かせを聞いて，言葉を増やしたり，読書への

意欲を持つことができる。

・読んでもらいたい絵本や物語を選んで伝えることが

できる。

・本を読んだり聞いたりしていろいろな考えを持ち，

思ったことや感じたことを伝える。

図書委員の紹介コーナー

中学部の取組例
• 読書習慣を身に付け，読書の幅を広げる。

• 考えを広めたり深めたりするとともに，思いや考えを伝

え合う。

• 多様な資料の検索の仕方を学び，適切に活用する方

法を身に付ける。

読んだ本を紹介しよう

（総合的な学習の時間）

情報の集め方を知ろう―図書館

で点字新聞を調べる― （国語）

高等部普通科の取組例

・自立と社会参加へ向けて，能力や可能性を伸ばすために，

読書活動を通じて必要な知識，技能，態度の習得を図る。

お気に入りの本を

紹介しよう

（総合的な学習の時間）

伝統文化と民族衣装に

ついて （家庭総合）

戦時中の人々の生活について

（日本史）

①読書意欲・利活用意欲の向上…計画的な除籍と新刊本の充

実，墨字・点字に対応した図書資料の充実，図書館担当職

員の個に応じた図書紹介やリファレンスの充実，図書館だ

よりでの発信等により，貸出冊数やリクエスト図書の増加。

②学習の場・情報収集の場としての機能の向上…学校図書館

を利活用し，目的に応じた読書を進める教科・領域の拡大

と利活用回数の増加。

③本を読んで表現したり考えを深めたりする言語活動の活性

化…お話会や読書紹介の開催。図書館内外での掲示発表。

３ 成果

令和元年度

令和元年度令和元年度

令和元年度 令和２年度

令和２年度令和２年度

令和２年度

貸出冊数

貸出冊数貸出冊数

貸出冊数（

（（

（月平均

月平均月平均

月平均）

））

） １１６．９冊

１１６．９冊１１６．９冊

１１６．９冊 １５８．３冊（４～９月）

１５８．３冊（４～９月）１５８．３冊（４～９月）

１５８．３冊（４～９月）

サピエ図書ダウン

サピエ図書ダウンサピエ図書ダウン

サピエ図書ダウン

ロード冊数

ロード冊数ロード冊数

ロード冊数

９９冊

９９冊９９冊

９９冊 １４０冊

１４０冊１４０冊

１４０冊（１０月１５日現在）

（１０月１５日現在）（１０月１５日現在）

（１０月１５日現在）

４ 課題

・目指す幼児児童生徒像や年間指導計画を

見据えた整備・機能の充実を継続。

・児童生徒の変容や課題を整理・共有し，

評価に基づく研究の推進。

・県立図書館，広島県立視覚障害者情報セ

ンター，ボランティア等の地域の施設や

人材活用のネットワークの構築。

・児童生徒の図書館運営への参加。

・理療科図書室の整備。



小グループ協議の活用，共有，
協働を生かした取組について

庄原特別支援学校

【今年度の取組のキーワード】

・小グループ協議→少人数で話し合い，自分の意見を出し合う

・共有→出た意見を共有し，つなげていく

・協働→担当や部署などを超えて，目標や考えを共有して活動する

今年度の研究テーマ「主体的に活動する姿」を目指した授業づくり

〜⼩グループによる授業評価の検討を⽣かして〜

〜①授業研究に関すること〜

コロナ禍だけど，あきらめない！コロナ禍だから検討方法

を変えて取り組んでみよう！

→ピンチをチャンスに！うまくいくかわからないけれど…

新たな習慣，やり方を生み出して，新たな価値の創造を！

〜②教育課程に関すること〜

本校の教育課程って，なぜこんなにもやりづらいの

だろう？

→「児童生徒の学びにつなげたいのに，つながりづらい」と先生たちが

感じている，という声をよく聞く。

→児童生徒の学びにつながる，児童生徒主体の教育課程にしていきたい！

→そのために先生たちの実際の意見を反映させていきたい！

子供たちの学びにつなげるために取り組んだこと

今年度の①授業研究に関する取組のプロセス

小グループ

小グループ小グループ

小グループ協議

協議協議

協議 焦点化指導案

焦点化指導案焦点化指導案

焦点化指導案 事後授業を活用した授業研究の設定

事後授業を活用した授業研究の設定事後授業を活用した授業研究の設定

事後授業を活用した授業研究の設定

全校で， ３～５名の研究協議を行う小グループを11グループ編制した。各グループには，窓口役と

なる教育研究部以外のリーダーを設定した。目標に伴う展開の工夫として，思考する場面やしかけを

意図的に設定し，その旨を特化して明記することに焦点を置いた学習指導案と評価表を活用しながら，

授業研究を進めることとした。

焦点化学習指導

焦点化学習指導焦点化学習指導

焦点化学習指導案の作成

案の作成案の作成

案の作成，

，，

，一人一回研究授業の実施

一人一回研究授業の実施一人一回研究授業の実施

一人一回研究授業の実施，

，，

，授業検討を行った

授業検討を行った授業検討を行った

授業検討を行った。

。。

。

指導案の中に明記した児童生徒が思考する場面やしかけ，焦点化した工夫やポイント，評価に関し

て小グループ毎に，各授業者の授業の動画を基に協議を実施。目標や評価，その他の支援方法などの

具体的な改善案をあげていった。

児童生徒の

児童生徒の児童生徒の

児童生徒の変容

変容変容

変容 授業の修正に向けて

授業の修正に向けて授業の修正に向けて

授業の修正に向けて 小グループの検討内容を

小グループの検討内容を小グループの検討内容を

小グループの検討内容を，

，，

，事後授業

事後授業事後授業

事後授業

に取り入れた

に取り入れたに取り入れた

に取り入れた。

。。

。

改善案を事後の授業で取り入れてみて，変容や授業づくりにつなげていった。

今年度

今年度今年度

今年度のテーマや内容

のテーマや内容のテーマや内容

のテーマや内容，

，，

，取組方など

取組方など取組方など

取組方などについて

についてについて

について，

，，

，全校で共有を行った

全校で共有を行った全校で共有を行った

全校で共有を行った。

。。

。

全校の先生方に，少人数制で，教育研究部や，各グループのリーダーから説明を行い，共有を図っ

た。目標・展開の工夫を明記した「焦点化」学習指導案と評価表を各自が作成した上で，１人１回の

研究授業を実施。

コロナ禍でも…児童生徒の学びにつなげるために，

授業研究を進めていきたい！校内授業研究会で，

協議をして，児童生徒の変容につなげたい！

全校の先生方の力をかりて，チャレンジスタート！

リモート Gsuiteを活用して…試行錯誤でみんなで協働

担当部署や学部を

超えて！

Ｇ Suiteの Classroomや

Meetを利用して「できる

かな」「わかるかな」

「 共 有 ， 協 議 を し た

い！」「児童生徒の，わ

かって動ける授業につな

げたい！」

情報教育部をはじめ，全校の先生方に相談したり協力をもらいながらの試行錯誤！

・各ＰＣでMeetをつなげてチェック！「声がハウリングするね。」「Meetに入れない人がいる。」

「画面に表示された人数が多すぎるから見にくい‼」

・ＧSuiteのClassroom「校内研用」に予めログインしてもらおう。

「試しにアップした動画は見れる？」「どうやったらわかりやすい？」「もっとこうしたらいいん

じゃない？」

①授業研究に関すること

子供たちの学びにつなげる取組 校内授業研究会の実施に向けて

ホスト会場から６会場

ホスト会場から６会場ホスト会場から６会場

ホスト会場から６会場に配信

に配信に配信

に配信！！

！！！！

！！

①授業研究に関すること

校内授業研究会３回の実施 Gsuiteを活用してリモートで！

Classroomで授業の動画を

配信！

1回目は，グループによってネットワーク環境が不安定だったた

め，2回目からは，広島県貸与のsurfaceを利用し，Wi-Fiで接続

環境を確保し，Meetのネットワーク環境の緩和を図るようにし

た。さらに，各会場の使用PCすべてのデスクトップに，授業動

画を保存し再生できるようにしておいた。

1回目，Meetの音が出ないと

いうトラブルがあった。事前

に不測の事態の対応策を共有

していたので，全校の先生方

の多大な協力のもと，各会場

のリーダーによる対応，各階

につなげたマイクを２本同時

に使用して音声を各会場に届

けることで，予定していた

「会場毎の授業動画等の視

聴」「小グループで協議」

「各グループの協議内容を全

体で共有」「指導主事の助言

を共有」などを実施できた。

全

全全

全７会場での視聴

７会場での視聴７会場での視聴

７会場での視聴・

・・

・協議

協議協議

協議

事前の相談によ

り，リモートで

も見える様に，

指導主事が提示

スライドの文字

を大きくして下

さった。

従来とは大きく

異なるやり方で

チャレンジ！

●小グループの研究協議で，実態把握，目標，評価の修正，

支援方法など，児童が主体的に動くための案が具体的にたく

さん出た。

①授業研究に関すること

校内授業研究会の小グループ協議における協働が，子供の変化につながった！

授業実施

→小学部の授業研

究会の小グルー

プ協議の中で，

多くの具体案を

出し合うという

協働

→授業者がその案

を取り入れ，事

後授業実施

変容

授業者の変容が，児童の変容につながった！

いい感じ！

これはどこ

かな…

はみ出たとこ切っ

てみよう。

高等部の校内研の授業では，授業者が，生徒の思考の

場面を意図的に設定することで，生徒が協働しながら思

考する場面がちりばめられていた。これまでの校内の研

究がつながってきている！



今年度の②教育課程に関する取組のプロセス

６月７月

６月７月６月７月

６月７月 全校

全校全校

全校 小グループで意見を出し合った

小グループで意見を出し合った小グループで意見を出し合った

小グループで意見を出し合った

→教育課程に関わる様々な意見を出してもらった。

→自分の意見を伝え合って，共有した。

８月

８月８月

８月 各小グループからの意見をもとに教務

各小グループからの意見をもとに教務各小グループからの意見をもとに教務

各小グループからの意見をもとに教務・

・・

・教育

教育教育

教育研究部

研究部研究部

研究部で

でで

で

検討した

検討した検討した

検討した

→全校から出た意見をグループ毎に活用しながら，自由に協議した。

→その中で「育てたい

育てたい育てたい

育てたい（

（（

（目指す

目指す目指す

目指す）

））

）子供像

子供像子供像

子供像」などの重要性が出た。

９月

９月９月

９月 全校小グループで

全校小グループで全校小グループで

全校小グループで，

，，

，「

「「

「育てたい

育てたい育てたい

育てたい（

（（

（目指す

目指す目指す

目指す）

））

）子供像

子供像子供像

子供像な

なな

な

どを

どをどを

どを考えた

考えた考えた

考えた

→育てたい

育てたい育てたい

育てたい（

（（

（目指す

目指す目指す

目指す）

））

）子供像

子供像子供像

子供像，学部目標，手立てについて，意見を出し合った。

10

1010

10月

月月

月11

1111

11月

月月

月 全校小グループで

全校小グループで全校小グループで

全校小グループで，

，，

，引き続き

引き続き引き続き

引き続き，

，，

，「

「「

「育てたい

育てたい育てたい

育てたい（

（（

（目

目目

目

指す

指す指す

指す）

））

）子供像

子供像子供像

子供像」

」」

」などを検討

などを検討などを検討

などを検討

→育てたい子供像，学部目標，手立てについて，意見を出し合い，共有したり，深

めたりしている。

どんな子供にしたいのか。

どんな子供にしたいのか。どんな子供にしたいのか。

どんな子供にしたいのか。

どんな子供を目指すのか。

どんな子供を目指すのか。どんな子供を目指すのか。

どんな子供を目指すのか。

どんな力をつけたいのか。

どんな力をつけたいのか。どんな力をつけたいのか。

どんな力をつけたいのか。

そのために，何をどの様

そのために，何をどの様そのために，何をどの様

そのために，何をどの様

にすればよいのか。

にすればよいのか。にすればよいのか。

にすればよいのか。

初任者も参加！

初任者も参加！初任者も参加！

初任者も参加！

●全校で小グループに分かれて，教育課程に関する

意見を出し合った

→どんな意見でも，なんでもよい！

→毎回15分程度の短時間で実施。

→「ここがやりづらい」「もっとこうしたらよいのに」

「これはおかしいと思う」等，実際の想いや考え，アイデアを出し

合ってもらった。

教務部・教育研究部で連携して設定！

②教育課程に関すること

子供たちの学びにつなげるための取組 何に困っているか，どう思っているか，出し合おう

出てきた意見の一部

地域性を踏まえて単元が構成されているのか。

地域で生きていく事をゴールに見据えて，各教

科や単元を設定（見直し）すべきではないのか。

遊びの指導の区分けは，本質を欠いているので

はないか。

作業学習について

外国語の設定の仕方，在り方について

これらの意見を踏まえて，後

日，教務部，教育研究部で，

さらに小グループ検討を実施

した！

先生たちからいろんな意見が

出た！

●向かう方向性が曖昧になっていること，「育て

たい（目指す）子供像」を，皆で十分に共有で

きていないことで様々な課題が生起していた。

②教育課程に関すること

取組の過程で出てきた「育てたい（目指す）子供像」などの重要性について

出てきた意見の一部

地域で生きていくための，「育てたい（目指す）子供像」や，

「付けたい力」の明確化が必要。

失敗してもよいので，課題を解決しようとする過程が重要で，

もっと必要。目指す姿を意識して向かっていく必要がある。

外国語は，実態に応じて，「教科」としてよりも，「合わせ

た指導」として扱うとよいのではないか。「育てたい（目

指す）子供像」，付けたい力などに向かっていってないの

ではないか。

●学部毎に組んだ小グループで，意見を出し合った

育てたい（目指す）子供像・学部目標

手立てなどを，小グループでそれぞれ出し

ていき，共有した。

●話し合いを繰り返し

校内で，引き続き

検討を重ねている

出てきた意見の一部

好きなこと得意なことがある子

いろんなことにチャレンジする子

思いを他者に伝えられる子

クリエイティブなオリジナリティなこ

とができる子

地域に愛される子

変化に対応できる創造性，行動力のあ

る子

②教育課程に関すること

10年後の子供たちの姿を見据えて「育てたい（目指す）子供像」などを皆で考えてみよう

本校

本校本校

本校HP

HPHP

HP 教育研

教育研教育研

教育研

究部通信

究部通信究部通信

究部通信NO

NONO

NO５に

５に５に

５に

も，出た意見を

も，出た意見をも，出た意見を

も，出た意見を

すべて掲載！

すべて掲載！すべて掲載！

すべて掲載！

課題解決サポートを活用して，指導主事から，「変化の激しい社会で生き

る児童生徒に身に付けさせたい力について」という講話を頂いた後，小グ

ループで意見を出し合っていきました。

各グループの意見を

各グループの意見を各グループの意見を

各グループの意見を

Jamboard

JamboardJamboard

Jamboardに入力！

に入力！に入力！

に入力！

指導主事の講話

指導主事の講話指導主事の講話

指導主事の講話

をリモートで！

をリモートで！をリモートで！

をリモートで！

Jamboard

JamboardJamboard

Jamboardで全体共有も！

で全体共有も！で全体共有も！

で全体共有も！

●「地域と共にある学校」を目指して，「学校運営協議会」

の中でも，「どんな子供に育ってほしいか」について，地

域が期待する「育てたい子供像」などを協議してもらった。

学校運営協議会の中で実施した，小グルー

プ協議を通して，各グループから出た意見

を書いたホワイトボード

②教育課程に関すること取組の過程で生まれた，地域との協働

学校運営協議会の様子

次の様な言葉もいただきました！

「もっといろんな協力や連携ができるよ！」

「市内の小学校とはこんな取組を一緒にしているよ。」

「庄原特支の子供たちが取り組みやすいように，連携の

仕方も，もっと変えていけるよ！」

出た意見の一部

セールスポイントがある子（何か自信をもっている）。

強みをいかした12年間で身に付けられる教育がよい。

いつでもどこでも誰とでも（たくましさにもつながる）

地域へ出る。

10年後の子供たちの学びを見据え，小グループ協議を繰

り返すこと，チームで協働することで，新たな習慣，取

組方，システムを創造し，それらを通じて，新たな価値

観が生まれた。

成果

小グループ協議，協働を通して，みんなが自分で考えて

動いてくれた。また，子供たちの学びや変容につながる

取組ができた。

課題

小，中，高で一貫性のある教育活動につなげていくこと

が必要。

まとめ



「ストーリー性のある単元・授業づくりの在り方」 

―児童生徒の主体的な学びを実現するために― 

広島県立広島北特別支援学校 

 

１ はじめに 

 本校は広島市の北西部に位置する知的障害特別支援 

学校である。通学エリアは広島市２区と近郊の１市，２ 

町の広範囲となっている。在籍児童生徒数は小学部 54 

名，中学部 37 名，高等部 144 名，合計 235 名である。 

なお，高等部には職業コースが設置されている。 

 

２ 研究テーマについて 

平成 30 年度から，「ストーリー性のある単元・授業づ

くりの在り方」－児童生徒の主体的な学びを実現するた

めに－というテーマの元，３年計画で研究を進めてきた。

平成 30 年度は，３年計画の試行として，単元全体の組

み立ての在り方を再検討し，「ストーリー性」をキーワ

ードとして，ＫＩＴＡステージを意識した「単元計画・

授業シート」の作成を進めることで，児童生徒の主体的

な学びを実現する授業づくりについて研究を進めた。 

「単元計画・授業シート」とは，単元計画と指導評価

を一本化したもので，一時間単位ではなく，単元全体で

一枚のシートとなっており，単元ごとに児童生徒の目指

す姿を見据え，どのような内容をどのようなストーリー

で展開していくかを考えるツールである。また，「単元

計画・授業シート」では，「学びの変革アクションプラ

ン」を観点別に整理した「ＫＩＴＡステージ」（Ｋ： 

Knowledge 知識・情報を得させる，Ⅰ： Interests 興

味・関心を持たせる，Ｔ： Try 試す・実践させる，Ａ：

Application 応用・活用させる）を意識した計画作成の

ため，計画内容ごとにステージ名を記入することとした。 

※単元計画・授業シートは，本校ホームページ参照。 

令和元年度は，３年計画の実践として，「単元計画・

授業シート」の活用に取り組み，ストーリー性の定義を

「Ⅰ ゴール（目標を達成した時の児童生徒の姿）を明

確にイメージした目標設定」，「Ⅱ 同一単元において，

一つ一つの授業に児童生徒にとっての必然的なつなが

りがあること」と定義づけた。これに対して「定義が設

定されたことで単元計画を再考していこう。」という意

見や「必然的なつながりとはどうことなのか，分かりに

くい。」等の意見が挙げられた。このため，３年計画の

まとめに向けて，教職員が「ストーリー性のある単元計

画・授業」についてストーリー性の定義の共通認識を持

って授業改善を進めていくために，授業実践の集積によ

り，評価基準を作成し「ストーリー性のある単元計画・

授業づくり」の方法（試案）を作っていくこととした。 

 

３ 令和２年度の研究 

（１） 研究目的 

① 「ストーリー性のある単元計画・授業づくりの在 

り方」の研究を通して児童生徒の主体的な学びを実 

現する授業づくりを進めていく。 

② 単元計画の見直しにつなげ，年間指導計画の改善  

に生かしていく。 

（２） 研究内容 

「ストーリー性のある単元・授業づくり」の方法（試 

案）の作成。 

（３） 研究を具体化するための方策 

① 「単元計画・授業シート（改定版）」を作成する。 

② 教育研究部が「ストーリー性のある単元計画・授   

業づくり」のための方法（試案）を作成し，教職員 

間で共通認識を図る。 

③ 児童生徒の主体的な学びを実現する「ストーリー 

化」に生かしていくために実践交流を行う。 

・情報交換会を実施する。 

・授業参観者は，参観シートを作成する。また，授業  

者は新たに参観シートを読んで考えたことをアンケ

ートに記載する。 

 

 



４ 「ストーリー性のある単元・授業づくり」の方法 

（試案）について 

「ストーリー性のある単元・授業づくり」の方法（試

案）は，以下の通りである。 

  

 

 

 

 

 

 

導 

 

 

入 

 

① 単 元 を

通 し て の

活 動 内 容

を考える。 

・教科・領域及び単元の内容として適

切か。 

・単元名や目標に応じているか。 

・活動量は適切か。 

② 伝 え る

内 容 は 何

か考える。 

・伝える内容は適切か。 

・伝える内容は焦点化・単純化されて

いるか。 

・何のための活動か，活動の意味を考

えているか。 

③ 伝 え 方

を考える。 

・伝える工夫をしているか（ビデオ，

具体物，絵，写真等）。 

・児童生徒が次の授業に期待を持てる

ものであったか。 

・一斉提示とグループないし個別提示

を工夫しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

① 活 動 の

終 着 地 点

に 向 か っ

て 活 動 の

組 み 方 を

考える。 

（同じ活動を繰り返す場合） 

・児童生徒の付けたい力が育つもので

あるか。 

・児童生徒が自分の変化に気付くもの

であるか。 

・児童生徒が「できた」「分かった」と

いう達成感を持つことができたか。 

（終着点までの工程を順を追って行

う場合） 

・児童生徒が工程（手順）が分かって

取り組めるものであるか（工程分析が

されているか）。 

・工程のはじめから順を追って展開す

るのか，工程の終わりから遡って展開

をするのか，そのプロセスが吟味され

ているのか。 

（異なる活動内容を組み合わせて，活

動を組み立てる場合） 

・単元において必要な活動内容である

かまた，吟味・精選されているか。 

・吟味・精選された活動内容の配列は，

児童生徒の分かり方（認知プロセス）

を考慮して組み立てられているか。 

 

 

 

展 

 

 

開 

② 個 々 の

活 動 内 容

を考える。 

・児童生徒の主体的な動き，主体的な

学びの場面（活動）が想定されている

か。 

・児童生徒が自分で選択する場面・自

己決定をする場面が想定されている

か。 

③ 活 動 を

行 う 上 で

必 要 な 事

柄 を 考 え

る。 

・空間の使い方は児童生徒の動線が分

かりやすくなっているか。 

・教材教具の配置は適切か。 

・教師の配置は考えられているか。 

・取り組む集団（一人，ペア，グルー

プ等）は活動や内容，目標等に応じて

考えられているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

 

と 

 

め 

 

① ま と め

の 内 容 を

考える。 

・どのようなまとめで終わるのかが考

えられているか（発表会，テスト，作

品，振り返りの時間設定等）。 

・目標（単元目標・集団・個人目標）

がどのように達成されたかが問われ

ているか。 

・児童生徒が手ごたえを感じるもので

あったか。 

・新たな課題（児童生徒及び教師）を

見い出すことができているか。 

・自己評価と他者評価（友だち・教師・

第三者）の仕方を考えられているか。 

② ま と め

の方法・手

段 を 考 え

る。 

・自己評価・他者評価を有効にする方

法がとられているか。 

・児童生徒の個々の振り返りの仕方を

考えられているか（言葉で表現，文章

で表現，身体で表現する等）。 

・どのような手段で振り返りをするか

工夫されているか（振り返りシート，

映像，作品等）。 



広島県⽴広島⻄特別⽀援学校

児童生徒の主体的な学び
を促す授業づくり

研究発表 発表の流れ

1. 本校の現状と課題
2. 3年間の研究内容
3. 成果と課題(今年度の取組)
4. まとめ
(病弱教育のさらなる推進)

1．本校の現状と課題

県内唯一の病弱者を対象

とした特別支援学校

隣接した医療センターと

の連携

多様な児童生徒実態と学

習形態

準ずる課程から，重度重

複障害の内容をカバー

センター的機能（県内病

弱特別支援学級との連

携）の発揮

２．3年間の研究内容

平成29年度

• 「主体的な学びとは何か」

• 「主体的な学び」を再確認できる様式の作成

平成30年度

• 「主体的に学ぶ姿」が見える評価方法の探究

•評価の観点を取り入れた様式の作成

令和元年度

• 「主体的に学ぶ学習」の推進

• 「主体的な学び」を促す手立ての探究

平成２９年度の取組

 児童生徒の「やる気」を引き出す

工夫について研究

 児童生徒の「主体的な学びとはど

ういうものか」ということを深め

る研究

外部講師を招へいした研修

校内，公開研究授業による検証

平成２９年度の取組結果

 重度の障害（病気）のある⼦供たちの
評価には，ルーブリックを使ってパ

フォーマンスを評価することが有効な

こと。初期の学びは「気づく」ことで

あること。

 児童生徒に学びの必然性をもたせるた
めに，外部からの依頼・要請などの状

況設定をすることや，比較する活動を

取り入れること，児童生徒のやりたい

気持ちを⼤切にすることが「児童生徒

のやる気を引き出す工夫」につながる。



平成３０年度の取組

 『児童生徒が主体的に学ぶ姿』が⾒え
る評価方法について，Ⅲ類型（重度重

複障害）の児童生徒を中心に研究を

⾏った。

 具体的な様子や反応を明確化できるよ
うな評価軸の設定を⾏った。

 校内授業研究会，校内研修会，公開授
業研究会を経ながら試⾏検証を⾏い，

実態表の様式を作成し，「主体的」を

確認するための日頃からの実態把握を

⾏う。

実態表

令和元年度の取組

 「児童生徒の主体的な学びを促す

授業づくり」願いを共有し，目指

す子供像に近づけるための授業の

工夫

 ＰＡＴＨを活用した目指す子供像

の創造と指導者間での共有

 ＩＣＴ機器の利⽤による遠隔教育

の試⾏

令和元年度の取組

 職員間の連携

現在の

状況

卒業時

の姿

卒後10年後

の姿

成果と課題

 病弱教育の専門性向上

 広島⻄医療センターの専門家との連携
により実態把握が充実

 ICT活用はこれからの病弱教育には不
可欠

 本校児童生徒の「学びの質」の向上

※各項目の詳細については本校ホーム

ページ（学びの変革コーナー）をご覧

ください。

まとめ(病弱教育のさらなる推進)

 客観的な実態把握

(主体的な学びの

実現のために)

 病弱教育に関する

専門性の向上

 県内病弱特別支援教育

に係る

センター的機能の発揮



 

肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出す授業づくり肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出す授業づくり肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出す授業づくり肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出す授業づくり    

――――    考えの交流を促す考えの交流を促す考えの交流を促す考えの交流を促す言語活動の充実を図る言語活動の充実を図る言語活動の充実を図る言語活動の充実を図る指導の工夫指導の工夫指導の工夫指導の工夫を通してを通してを通してを通して    ―――― 

  

 

 

広島県立広島特別支援学校 髙牟禮 龍 

 

 

Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅰ 

  

 研究の基本的な考え方

研究の基本的な考え方研究の基本的な考え方

研究の基本的な考え方 

  

 

  

１

１１

１ 

  

 主体的な学び

主体的な学び主体的な学び

主体的な学び 

  

 

文献研究から，主体的な学びを引き出す授業づく

りにおいて，生徒が課題を把握し解決への見通しを

もつことが重要であると考える。また，自ら課題に

気付くことにより，主体的に課題追究することがで

きると考える。 

 

２

２２

２ 

  

 肢体不自由の

肢体不自由の肢体不自由の

肢体不自由のある生徒の

ある生徒のある生徒の

ある生徒の学習

学習学習

学習上の困難さ

上の困難さ上の困難さ

上の困難さ及び

及び及び

及び

指導・支援

指導・支援指導・支援

指導・支援    

 

  

 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（平成 

24年，以下「特総研」とする。）は，「肢体不自由

のある児童生徒の医学的起因は様々であるが，多く

の場合は脳性まひをはじめとする脳性疾患によるも

のである。脳性まひは，脳の病変の部位や広がりに

よって，運動障害のほか，情報処理能力や視知覚・

視覚認知能力（目と手の協応動作の困難，図と地の

弁別の困難，空間認知の困難等）等に影響を与える

場合があり，学習する上での様々な困難が生じる場

合がある。」と示している。 

また，山根亨一（平成30年）は，「肢体不自由の

ある生徒は，動作の困難により，取組に時間が掛か

ることが分かる。」と述べている。また，「物事の

全体像の把握や，多くの情報を同時に処理すること

が困難であり，教科学習に影響があることが分か

る。」と述べている。さらに，「学習内容の理解，

表現する意欲及び表現する方法に課題があることが

分かる。」と述べている。 

これらのことから，肢体不自由のある生徒は学習

する上で，取組に時間を要すること，物事の全体像

を把握しにくいこと，多くの情報を同時に処理しに

くいことに困難さがあり，学習内容を理解し，表現

しにくいことから，主体的な学びになりにくいと考

える。 

 指導・支援の方法については文献研究から，肢体

不自由のある生徒の主体的な学びを引き出すために

は，「動作」「感覚や認知」「経験や体験」に応じ

た指導・支援が必要であることが分かった。 

 

３

３３

３ 

  

 考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導

考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導

考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導 

  

 

(1)

(1)(1)

(1) 言語活動の充実

言語活動の充実言語活動の充実

言語活動の充実 

  

 

平成31年度広島県教育資料では，「『主体的な学

び』を促す教育活動として，自ら課題を見付け，課

題の解決に向けて探求的な活動をしていく『課題発

見・解決学習』を推進していく。」と示されている。

また，この「課題発見・解決学習」において求めら

れるものとして，「言語に関する能力の育成を重視

し，各教科等において言語活動の充実を図ることが

大切である。」と示されている。 

さらに，「専門研究Ｂ 肢体不自由のある児童生

徒に対する言語活動を中心とした表現する力を育む

指導に関する研究―教科学習の充実をめざして― 

平成22年度～23年度研究成果報告書」（特総研，平

成24年）では，「肢体不自由のある児童生徒におい

ては，障害の特性に配慮して，言語活動の充実によ

り『表現する力』を育むことがとりわけ肝要である」

と述べている。 

これらのことから，主体的な学びを引き出すには，

言語活動の充実を図ることが大切であり，生徒の表

研究の要約

研究の要約研究の要約

研究の要約 

  

 

本研究は，肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出すことを目的としている。所属校生徒は，

脳性まひや脳外傷による体幹機能障害を有している。授業では，発語の不明瞭さや活動経験の少なさが

あり，グループでの話合い活動で消極的な場面が見られるなど，受動的になっている。文献研究から，

肢体不自由のある生徒には，「動作」「感覚や認知」「経験や体験」に応じた指導・支援が必要である

ことが分かった。また，肢体不自由のある生徒の主体的な学びを引き出すためには，障害特性を踏まえ

ること，単元の展開の構造化を図ること，予想場面等を取り入れた話合い活動を設定すること，自分の

考えを表現させ，伝え合わせ，発展させるといった考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導を実施

することが大切であると考え，授業を実施した。その結果，肢体不自由のある生徒が，話合い活動を通

じて自分の考えを表現し，お互いの考えを伝え合い，考えを発展させることができた。このことから，

考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導の工夫を行うことは，肢体不自由のある生徒の主体的な学

びを引き出すことにおいて，有効であることが分かった。 

４ 研修報告 



 

現力等の育成につながると考え，本研究では「考え

の交流を促す言語活動の充実を図る」視点を以下の

ように整理し，授業研究を進めた。 

〇自分の考えを表現することができたか。 

〇話合い活動で考えを伝え合うことができたか。 

〇話合い活動で考えを発展させることができたか。 

 

研究授業前後にアンケートを実施した結果，全て

の視点に応じたアンケート項目で数値の上昇が見

られた。このことは，「考えの交流を促す言語活動

の充実を図る」指導を行うことは，主体的な学びを

引き出すことに有効であったと考える。 

 

(2)

(2)(2)

(2) 授業での「共有化」

授業での「共有化」授業での「共有化」

授業での「共有化」及び

及び及び

及び単元の展開の工夫

単元の展開の工夫単元の展開の工夫

単元の展開の工夫 

  

 

 村田辰明（2013）は，「話合い活動を通じて，一

人の児童生徒の社会的見方・考え方のよさを全員に

広げることを『共有化』と言い，誰でも自由に話せ

る雰囲気をつくることが大前提である」と述べてい

る。このことより，生徒が社会科の見方・考え方で

お互いの考えを深めるためには，予想場面，価値判

断場面，仮定場面を取り入れた話合いが必要である

と考える。肢体不自由のある生徒は，経験や体験の

少なさがもたらす学習上の困難さがあることから，

これら予想場面等が特に有効であると考える。 

また，村田（2019）は，「子ども自らが，モチベー

ションを維持しながら，授業や単元に臨めるように

するには，『展開の構造化』が有効である。」と述

べている。「展開の構造化」とは，展開をブロック

化し，ある程度パターン化することであり，展開が

構造化されることで，児童生徒は問題解決のゴール

はどこなのか，次は何をするのかが分かるので，見

通しをもって安心して学習に臨むことができる。ま

た，展開の構造化において，キーとなるのは「問い」

であり，単元など内容や時間のまとまりを見通した

「問い」を設定する必要がある。さらに，授業の中

での「問い」を生徒の生活経験や既有知識と結び付

けることで，関心を引き出すことができると考える。 

このことから，生徒に見通しをもたせ，安心して

学習に臨ませ，展開の構造化を意識して「問い」を

設定し，話合い活動を設定することにより，考えの

交流を促す言語活動の充実を図る指導を実施するこ

とができると考える。 

このことは，経験や体験の少なさがもたらす学習

上の困難さがある，肢体不自由のある生徒にとって

も有効であると考えた。 
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 「授業のユニバーサルデザイン化モデル」

「授業のユニバーサルデザイン化モデル」「授業のユニバーサルデザイン化モデル」

「授業のユニバーサルデザイン化モデル」 

  

 

授業において，全員参加，全員理解を促す方法と

して，日本授業ＵＤ学会（2012）が提唱している「授

業のユニバーサルデザイン化モデル」の考えを取り

入れる。 

「授業のユニバーサルデザイン化モデル」とは，

多様性に応じた包括的な授業設計のことである。方

法には，問いや内容や活動を絞り込む「焦点化」，

資料を加工したり生徒の思考を見える化したり効果

的に視覚的情報を用いる「視覚化」などを行って授

業を展開していくことなどがある。これらのことは，

話合い活動がより活発化し，生徒同士の参加度や理

解度の差に対して有効であり，授業での生徒同士の

「共有化」を図ることができると考える。 
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 研究のまとめ
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研究のまとめ 
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 研究の成果

研究の成果研究の成果

研究の成果 

  

 

〇 考えの交流を促す言語活動の充実を図る指導の

工夫を行えば，肢体不自由のある生徒の主体的な

学びを引き出すことができることが分かった。 

〇 肢体不自由の障害特性を踏まえた上で，予想場

面等を取り入れ，本時の適切な「問い」を設定し

話合い活動を充実させていくことや，「授業のユ

ニバーサルデザイン化モデル」の考えを取り入れ

た焦点化，視覚化，共有化などが有効であること

が分かった。 
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 研究の課題

研究の課題研究の課題

研究の課題 

  

 

〇 今回は社会科の授業においてのみ，考えの交流

を促す言語活動の充実を図る指導の工夫を行った

が，他教科等での授業実践を行うことで，さらに

汎用性を高める必要があると考える。 

〇 肢体不自由のある生徒に対する，「授業のユニ

バーサルデザイン化モデル」の考えを取り入れた

授業づくりの有効性を，継続して検証していく必

要がある。 
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 創造的に発想し表す力とは

創造的に発想し表す力とは創造的に発想し表す力とは

創造的に発想し表す力とは 

 文献研究から，本研究においての「創造的に発想

し表す力」とは，これまでの経験や既習の知識を生

かし，感じ取ったことや考えたことを思いつき，生

徒自身が新しいものを作り出す喜びを感じながら実

現に向けて作っていくことであると考える。本校の

生徒は，美術科の授業において，意欲的に授業に参

加している一方で，「絵を描くこと」に対して，具

象的で概念的な表現のイメージが強くあり，「うま

く」形が取れない，「きれい」に着彩ができない，

描きたいものが見付からないなどの体験により挫折

を感じ，表すことに消極的になっている。また，所

属校の教職員は，「知的障害のある生徒への発想や

構想の能力を引き出す題材が思い浮かばない。」「評

価が難しい。」などの難しさを感じている。 
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 知的障害の特性と指導・支援
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知的障害の特性と指導・支援 

  

 

 特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活

動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年，以下

「自立活動編」とする。)では，知的障害のある幼児

児童生徒は，「概念を形成する過程で，必要な視覚

情報に注目することが難しかったり，読み取りや理

解に時間がかかったりすることがある。」と示され

ており，具体的には「興味・関心のあることや生活

上の場面を取り上げ，実物や写真などを使って見た

り読んだり，理解したりすることで，確実に概念の

形成につなげていくよう指導することが大切であ

る。」と示されている。 

 また，特別支援学校学習指導要領各教科等編（小

学部・中学部）（以下，「各教科等編」とする。）

では，知的障害のある生徒の学習上の特性として，

「成功経験が少ないことなどにより，主体的に活動

に取り組む意欲が十分に育っていないことが多い。」

と示されている。さらに，「自立活動編」では「本

人が容易にできる活動を設定し，成就感を味わうこ

とができるようにして，徐々に自信を回復しながら，

自己に肯定的な感情を高めていくことが大切であ

る。」と示されている。 

 これらのことから，知的障害のある生徒には，概

念を形成させるため，生徒の興味・関心のある題材

を選ぶこと，生徒の興味・関心や得意な面を考慮し，

目的が達成しやすいような容易な活動から段階的に

行うことができる題材を設定することが重要である

と考える。 
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 文献研究から，特別支援学校の美術科の学習活動

は，具体的な成果物として作品を残すことで，鑑賞

活動等を通して生徒が自分の中に新しい意味や価値

をつくりだすことにつながると考え，有用な学習で

あると言える。また，知的障害のある生徒への美術

科の評価について，「作品による評価」及び，知的

障害のある生徒の実態に応じて，指導者が聞き取り

等によって行う「聞き取り等による評価」の二つの

研究の要約研究の要約研究の要約研究の要約    

本研究は，知的障害のある生徒が創造的に発想し表す力を高める美術科指導の工夫について追究した

ものである。所属校の生徒は，美術科の授業に意欲的に参加しているが，「絵を描くこと」に対して具

象的で概念的な表現のイメージがあり，「うまく」形が取れない，「きれい」に着彩ができないなどの

体験により挫折を感じ，表すことに対して消極的になっている。また，所属校の教職員は，発想や構想

の力を引き出す題材や，評価について難しさを感じている。文献研究から，具体的なものを描かない抽

象表現は，既存のものに捉われずに発想を広げ表す創造的な表現活動であり，表すことに苦手意識のあ

る生徒にとって，有効な表現方法であることが分かった。そこで，障害特性に応じた抽象表現に関する

指導ブックを作成・活用し，平面及び立体の指導を行った結果，抽象表現に関する指導ブックを作成・

活用した授業を行うことは，知的障害のある生徒が創造的に発想し表す力を高めることにおいて，有効

であることが分かった。    



 

観点によるルーブリックを作成し，学習評価をする

ことが適切であると考える。 
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 抽象表現に関する指導ブックの作成
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 抽象表現の有用性

抽象表現の有用性抽象表現の有用性

抽象表現の有用性 

  

 

絵画の表現方法を大別すると，具体的なものを描

く具象表現と，具体的なものを描かない抽象表現と

に分けられる。文献研究から，抽象表現は，具体的

な再現描写ではなく，既存のものに捉われずに発想

を広げることができ，「絵を描くこと」に苦手意識

のある知的障害のある生徒にとって，創造的に発想

し表すことのできる有効な表現活動であると考え

る。 

(2) 

(2) (2) 

(2) 表現と鑑賞の活動の関連

表現と鑑賞の活動の関連表現と鑑賞の活動の関連

表現と鑑賞の活動の関連 

  

 

 

  

 表現と鑑賞の活動の関連について，「各教科等編」

では，「表現と鑑賞の指導の関連を図る際には，鑑

賞の学習において，単に表現のための参考作品とし

て，表現的に作品を見るのではなく，発想や構想と

鑑賞の学習の双方に働く中心となる考えを軸にそれ

ぞれの資質・能力が高められるようにすることが大

切である。」と示されている。また，山根智香子（平

成29年）は，表現と鑑賞の活動に関して，「表現と

関連させる鑑賞の活動を適切な場面に設定すること

により，多様な表現に関わる資質や能力を育成する

ことができる」と述べている。これらのことから，

知的障害のある生徒が創造的に発想し表す力を高め

ていくことができるよう，鑑賞活動を行うタイミン

グ，取り上げる題材を十分考慮し学習を進めていく

ことが大切であると考える。 
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 抽象表現に関する指導ブックは，１ 抽象表現に

関する学習プログラム（図１），２ 知的障害の学

習上の特性に応じた指導・支援，３ ルーブリック

による学習評価の例で構成する。 
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 研究のまとめ
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 研究の成果

研究の成果研究の成果

研究の成果 

  

 

○ 「指導ブック」の一つである「抽象表現に関す

 る学習プログラム」に基づいた指導を行うことは

 知的障害のある生徒の創造的に発想し表す力を高

 めることに有効であることが分かった。 

○ 抽象表現は，絵を描くことに消極的な知的障害

 のある生徒にとって，意欲的に学習に取り組むこ

 とのできる有効な表現活動になることが分かった。 
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 研究の課題
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研究の課題 

  

 

○ 作成した「指導ブック」について，複数の指導

 者が活用しやすいものであったか検証できたわけ

 ではない。したがって，今後，「指導ブック」が

 全ての指導者にとって有効なものであるかを検証

 していく必要があると考える。 

○ ルーブリックの妥当性を高めるため，複数の教

 員で評価を行うなどして，より妥当性の高いもの

 としていく必要があると考える。 
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1) 文部科学省(平成30年)：『特別支援学校教育要領・学習

指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）』開

隆堂出版 

2) 文部科学省（平成30年）：『特別支援学校学習指導要領

解説各教科等編（小学部・中学部）』開隆堂出版 

3) 山根智香子(平成29年)：「『絵に表す活動』における多

様な表現力をはぐくむ鑑賞の活動の工夫―鑑賞と表現を

つなぐ『見て，感じて，生かそうシート』の活用を通して

―」『広島県立教育センター平成29年度全・後期教員長期

研修報告書』 

中央教育審議会（平成28年）：『幼稚園，小学校，中学校，

高等学校，特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）別添資料９－１図画工作科，美

術科，芸術科（美術，工芸)において育成を目指す資質・能

力の整理』 
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抽象表現に関する指導ブック（一部抜粋）抽象表現に関する指導ブック（一部抜粋）

抽象表現に関する指導ブック（一部抜粋） 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

次 授業名 主な学習内容の流れ 知的障害の特性に応じ た指導・ 支援 

一 

ためし て，さ わっ て，

どんな感じ ？ 

（ 表現）  

１ ， いろいろな描画材や材料に触れ， 慣れ親 

 む。  

 

２ ， いろいろな描画材や素材から感じ たこ と  

 を言葉等で表す。  

 

３ ， 感じ たこ と や考えたこ と を基に， 表し たい 

 こ と （ 主題） を決めて， 点（ かたまり ） や線 

 （ ひも ） を合わせて描いたり ・ つく ったり す 

 る。  

○

主  点（ かたまり ）， 線（ ひも ）， 点（ かたま

 り ） と 線（ ひも） を組み合わせて描く ・ つ

 く るなどの容易な活動から 段階的に活動

 を設定するこ と で，成功体験を積ませ自信

 をも たせる。  

 

○

イ  素材の特徴に気付かせたり ，素材に触れ

 るこ と を 通し て感じ たこ と や考えたこ と

 を表出さ せる支援と し て， 心情等の簡単な

 言葉と ， それに対応するイラスト による，

 「 どんな感じ ？」 の言葉表を用意する。  

１ ， 代表者が制作する様子を鑑賞する。  

  ①表現の特徴や工夫（ 形， 動き， 強弱， 感 

   じ る音など） を見付ける。  

  ②表現の特徴や工夫（ 形， 動き， 強弱， 感 

   じ る音など） を基に， 作者が表し たいこ

   と （ 主題） は何かを考える。  

○

イ  表現の特徴や工夫（ 形， 動きや強弱， 感

 じ る音など） に気付かせる手立てと し て，

 表し 方の工夫を 具体的に示し た図やイ ラ

 スト ， 具体物等を用意し て， 視覚的な支援

 を行う 。  

○ ○



    

研究テーマ「研究テーマ「研究テーマ「研究テーマ「聴覚障害聴覚障害聴覚障害聴覚障害児の児の児の児の思考力を育てる思考力を育てる思考力を育てる思考力を育てる指導の在り方」指導の在り方」指導の在り方」指導の在り方」 

 広島県立広島南特別支援学校 

 

１ 研究内容について 

研究テーマ

「聴覚障害児の思考力を育てる指導の在り方」

「聴覚障害児の思考力を育てる指導の在り方」「聴覚障害児の思考力を育てる指導の在り方」

「聴覚障害児の思考力を育てる指導の在り方」

内容

＜幼稚部＞

・話し合い活動において，言語発達段階評価表を用いた評価

・発達段階を基にした発話内容の質的分析，発問等の教師の

支援について検討し，幼児の実態に合った指導を行った。

＜小学部・中学部・高等部＞

・思考プロセス『３つの「つ」』を取り入れた授業づくり。

・各教科や科目等の特性に応じた「見方・考え方」を働かせ

た学習活動を重視し，主体的に考え，深く理解させ，思考

させる指導の在り方について追究する。

・課題設定及び発問の工夫や意図的な言語化にも取り組む。

今年度の研究について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公開授業研究会 

 今年度，新型コロナウイルスの感染拡大が続いている状 

況を鑑み，公開授業研究会は中止としたが，校内で，授業 

検討及び研究授業を行い専門性向上に向けた取組を行って

いる。 

 

３ 専門性を発揮した授業づくり 

年度当初，「広島南特支版 聴覚障害教育専門性向上チェ

ックリスト」に記入し，自らの知識及び指導・支援方法を振

り返る機会をもった。その項目の中で，共通して得点の低か

った「聴力測定」及び「発音指導」に関する研修を行い，聴

覚障害教育に必要な知識・技能であるという意識付けと専門

性の向上を図っている。 

 このチェックリストの評価点は，学校経営計画の評価指標

としており，年度末と比較し，どれだけ専門性が向上したか

を検証する予定にしている。 

「広島南特支版聴覚障害教育専門性向上チェックリスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 

項     目 

自己評価

（０～４） 

１ 

聴覚障害についての基礎的な知識をもって

いる。 

 

２ 

聴力レベルの知識や聞こえの状態を理解し，

保有している聴力を最大限に活用する支援

ができている。（オージオグラムの見方や活

用等） 

 

３ 
聴力測定を行うことができる。 

 

４ 

補聴器や人工内耳の特性や管理方法につい

て理解できている。 

 

５ 

集団補聴システム（ロジャーや FM 等）の動作

原理を理解し，操作できる。 

 

６ 

聴覚障害に配慮した環境設定ができている。 

（座席の配置，騒音への配慮，集団補聴シス

テムへの配慮等）  

 

７ 

聴覚障害に配慮した視覚的な支援ができて

いる。（視覚教材の積極的な活用，板書の工

夫，掲示物，立ち位置，視線等） 

 

８ 

分かりやすい話し方ができている。 

（手話，口形，話速，明瞭な発音，結論先行，

順序立てて話すなど） 

  

 

 

９ 

文章をしっかり読む習慣を身に付けさせる

指導ができている。 

 

10 

言葉の意味を広げたり，たくさんの言葉に触 

れさせたりするなどの活動を通して，語彙力 

を高める指導ができている。 

 

11 

発話内容を読みとったり，誤りを修正した

り，発音の明瞭化を図ったりする指導ができ

ている。 

 

12 

文字情報と手話，指文字，音声を関連付けて

説明するなど，音韻意識を高める指導ができ

ている。 

 

13 

意図的な言語化や復唱（口声模倣）を通して，

説明（学習）したことが理解できているかを

確認し，学習言語を定着させる指導ができて

いる。 

 

14 

文章を書く活動を積極的に取り入れるなど， 

文章力を高める指導ができている。 

 

15 

研究テーマ「聴覚障害児の思考力を育てる指

導の在り方」についての取組ができている。 

 

   合     計 

 

「０」・・・・できていない 

「１」・・・・少しできている 

「２」・・・・半分程度できている 

「３」・・・・ほとんどできている 

「４」・・・・できている 

／60 

参考資料１…聾学校における専門性を高めるための教員研修用テキス

ト 2011 年版（全国聾学校校長会専門性充実部会：平成 23 年） 

参考資料２…聴覚障害教育Ｑ＆Ａ５０～聴覚に障害のある子どもの指

導・支援～（独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所：平成 28 年） 

小学部・中学部・高等部

＜幼稚部＞ 

・話合い活動の内容を，言語発達段階評価表を用いて評価 

・発達段階を基にした発話内容の質的分析，発問等の教師の 

支援について検討し，幼児の実態に合った指導を行う。 

 

＜小学部・中学部・高等部＞ 

・思考プロセス『３つの「つ」』を取り入れた授業づくり。 

・各教科や科目等の特性に応じた「見方・考え方」を働か 

せた学習活動を重視し，主体的に考え，深く理解させ， 

思考させる指導の在り方について追究する。 

・課題設定及び発問の工夫や意図的な言語化にも取り組む。 

＜聴力測定研修＞ 

８月１８日（火）実施 

＜発音指導研修＞ 

８月１８日（火）実施 

５　ポスター発表



主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくり

主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくり主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくり

主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくり

ポスター発表

広島県立尾道特別支援学校

〜障害に応じたＩＣＴの活⽤と指導・⼯夫を通して〜

〜障害に応じたＩＣＴの活⽤と指導・⼯夫を通して〜〜障害に応じたＩＣＴの活⽤と指導・⼯夫を通して〜

〜障害に応じたＩＣＴの活⽤と指導・⼯夫を通して〜

研究テーマ

課題

聴覚障害部門研究目標

「⾔語のネットワーク化を目指し〜思考⼒を深め，伝え合う⼒へⅡ〜」

知的障害部門研究目標

「主体的・対話的で深い学びを実現するための手立ての工夫」

研究テーマ・研究目標に基づき，研究を進める中で，ＩＣＴを活用した実践事例が

蓄積されてきたが…

実践事例の共有・活用が十分にできていない。

○ＩＣＴ活用事例の情報発信に向けて，事例の整理・分類を行う。

教育研究部・情報教育部が連携して取組を進めている。

→様々な事例を授業づくりに生かしやすくすることで，

教師一人一人が授業を改善し，幼児児童生徒の

主体的・対話的で深い学びの姿を引き出せるようにする。

取組

①情報を収集・選択するため

②考えたこと・調べたことを

まとめるため

③分かりやすく発表するため

④思考や理解を深めさせるため

①興味・関心を高めさせるため

②課題をつかませるため

③分かりやすく説明するため

④思考や理解を深めさせるため

⑤知識の定着を図るため

幼児児童生徒によるＩＣＴ活用

教師によるＩＣＴ活用

今年度は，実践事例作成時に，作成者がICTの「使用目的」を以下の項目から選択し，

まとめるように改善します。

参考：文部科学省「教育の情報化に関する手引」（案） 第3章 教科指導におけるICT活用

（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/056/gijigaiyou/attach/1259395.htm）

興味・関心を高めさせるためのＩＣＴ活用教師による

対象 知的障害部門 小学部 ６年生

教科等 生活単元学習「修学旅行に行こう」

課題 教師の説明を集中して聞くことが難しい。

実践内容

旅行先に関する動画を見せた(プロジェク

ター使用)。動画は「iMovie（アプリ）」

で作成した。写真を動かしたり，効果音や

BGMをつけたりすることで期待感をもた

せられるようにした。動画を見た後，質問

しながら情報を整理し，分からなかった部

分は再度動画を見て確認させた。

成果

視線を外すことなく画面を見て，集中して

話を聞くことができた。得られた情報を三

つ以上発表することができた。

（分類例１）

課題をつかませるためのＩＣＴ活用
教師による

対象 知的障害部門 小学部 ５年生

教科等 生活単元学習「もうすぐ春」

課題

人前で発表したり，話したりする際，自分

の声の大きさに気付きにくい。

実践内容

司会練習の様子をタブレット型端末で録画

する。動画を見せ，声の大きさ等への気付

きや改善点を司会原稿に記入させた。司会

原稿を見たり，動画を再度振り返らせたり

して，２回目の練習を行った。

成果

動画を見て，自分の気付いた点を説明する

ことができた。言葉による表出が難しい児

童は，動画を見て模倣する力が少しずつ高

まった。

（分類例２）

分かりやすく発表するためのＩＣＴ活用生徒による

対象 聴覚障害部門 中学部 ２年生

教科等 国語科「プレゼンテーション」

課題

話の意図や内容を分かりやすく伝えること

に課題がある。主体的にICT機器を活用し

てプレゼンテーションをした経験が少ない。

実践内容

「通っている学校について」発表するため

に，「Keynote（アプリ）」を使用して生

徒がスライドを作成・発表した。見やすい

例と読みにくい例を提示し，情報量を精選

させた。

成果

文字ばかりでなく写真等を見やすく配置す

ることで内容が伝わりやすくなることを，

実感を伴って理解させることができた。

（分類例３）

このように分類した事例集を今年度中に本校HPに掲載する。



広島県立尾道特別支援学校
しまなみ分校

研究テーマ
障害に応じたICTの効果的な活用方法と指導・工夫

ポスター発表 小 学 部

使い方を知る。一人でできる。 ミュージックビデオ制作風景。

自 分 で 操 作 。 作 品 づ く り 。

印 刷 が 待 ち き れ な い 。

カニを観察。拡大してびっくり！

リモートでつながる水族館。

中 学 部

海 と ゴ ミ と 食 物 連 鎖 。

磯の調査にも出かけます。

リ モ ー ト で 学 び 合 い 。

大浜町の海を守るには？ 月 に １ 度 の 清 掃 作 業 。

大学生と学ぶ。環境を考える。

高 等 部

１人１台のタブレット端末。

ダンスだってすぐに習得。

夏休み 。リモート朝の会。

疑問を検索。すぐに解答。 プレゼン資料を1人でまとめる。 短焦点プロジェクターも大活躍。

保護者アンケートの実施・集計

●児童生徒が，情報機器を利用するにあたって，

・ルールを決めていますか？

はい。決めています。
93％（R01）
84％（R02）

・困っていることはありますか？

はい。困っています。
57％（R01）
53％（R02）

家庭で使用している情報機器，インターネット接続状況，利用時間や用途など

知的障害特別支援学校における『情報モラル教育』の推進。

学校全体を通して，年間指導計画への「安全教育，モラル教育」の編成。

児童生徒指導規定の改定。

小学部 中学部 高等部

全 職 員 が
タブレット端末
活用に取り組む。

純正アプリを
繰 り 返 し
使 用 す る 。

あらゆる場で
当 た り 前 に
存 在 す る 。

おえかき

クイズ プレゼン

学校全体を通して，連続性のある学び。



主体的な学びを引き出す基盤を大切にした授業づくり 
～肢体不自由部門：指導すべき課題の整理に焦点を当ててⅡ～ 

 ～知的障害部門：障害特性に応じた環境整備に焦点を当ててⅡ～ 

広島県立広島特別支援学校  

１ 「広特版『学びの変革』アクション・プラン」の現状 

 平成 27 年度に，「広特版『学びの変革』アクション・プ

ランを策定し，平成 30 年度まで４年間「広特版『学びの変

革』ＩＩＣＥモデル」を軸に的確な実態把握や単元計画の

指導内容，学習評価に焦点を当てて研究に取り組んできた。 

 「広特版『学びの変革』ＩＩＣＥモデル」とは，カナダ

で開発された学習方法及び評価方法である「ＩＣＥモデル」

を参考に作成した本校独自の学習方法及び学習評価のモデ

ルである（Ｔａｂｌｅ １）。具体的には，授業改善シート

（単元（題材）計画）に組み込み，日々の授業実践及び教

育課程の改善につないでいる。（Ｔａｂｌｅ ２） 

Ｔａｂｌｅ １ 広特版「学びの変革」ＩＩＣＥモデル 

Ｉ 

↓ 

興味 

（Interests） 

動機づけを促す支援 

Ｉ 

↓ 

考え 

（Ideas） 

知識・理解・技能の習得を促す支援 

Ｃ 

↓ 

つながり 

（Connections） 

学んだことを習熟し，深化を促す支援 

Ｅ 応用 

（Extensions） 

自立や他者への働きかけを促す支援 

 

Ｔａｂｌｅ ２ 授業改善シート（単元（題材）計画）様式（抜粋） 

単元 

（題材）計画 

学習内容及

び指導のポ

イント 

月日 

観点別評価 

知識・技能 思考・ 

判断・ 

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

Ｉ興味（〇時間）      

Ｉ考え（〇時間）      

Ｃつながり（〇時間）      

Ｅ応用（〇時間）      

観点別評価 Ａ：目標達成できた Ｂ：目標達成までもう少し Ｃ：目標達成できなかった 

 

２ 研究テーマに基づく授業改善の取組 

令和元年度からは，研究テーマを「主体的な学びを引き

出す基盤を大切にした授業づくり」と設定し，昨年度の成

果と課題を踏まえた取組を進めている。 

《肢体不自由部門》 

成果としては，「課題関連図を作成することが，児童生徒

の中心的な課題を導き出すことに一定の効果があった。」，

「課題関連図を複数の教職員と協議し作成することが，児

童生徒の実態や課題を共有することに効果があった。」等が

挙げられた。課題としては，「児童生徒の課題に根拠をもっ

て整理し，指導の方向性を検討する，課題関連図と個別の

指導計画や授業とのつながりをもたせる。」等が挙げられた。 

 研究仮説：①複数の教職員や外部の専門家と課題関連図

を活用した指導すべき課題の整理を行うことにより，児童

生徒の実態の共有や根拠を基にした自立活動の指導目標・

内容の設定ができるだろう。②自立活動実践シートの内容

を反映させた授業設計を行うことにより，児童生徒の課題

や特性を踏まえた授業の目標設定や指導・支援を行うこと

ができるだろう。 

研究内容：①課題関連図作成の研修を通して複数の教職

員間での作成の改善を図ると共に，課題関連図を基にした

授業を考える。②自立活動実践シート（課題関連図を含む）

作成の１年間のＰＤＣＡサイクルの設定。③校内ＰＴ・Ｏ

Ｔと自立活動実践シート（課題関連図を含む）の検討。④

指定研修の授業研究を活用した教職員間の授業参観により，

授業力向上の参考とする。 

 

《知的障害部門》 

成果としては，「ポイントリストを活用することにより，

児童生徒がわかって動けるために必要な指導支援の具体に

いて，意識付けを行うことができた。」，「児童生徒の意欲を

引き出す工夫や，授業の見通しをもたせる工夫を部門全体

で改善することができた。」等が挙げられた。課題としては，

「教職員の授業改善の取組による自己評価は高かったが，

保護者からの評価は高いとは言えなかった。」，「障害特性に

応じた指導・支援の在り方についての研修を継続して行う

ことにより，実態把握や障害特性を十分把握した上で授業

設計を行い，さらに環境整備や授業改善をする。」等が挙げ

られた。 

研究仮説：①自立活動実践シートを活用して，知的障害

部門教職員研修や学年会等で障害特性に応じた環境整備に

ついて共有，協議を行うことにより，的確な実態把握がで

き，障害特性の理解が深まるであろう。②指導者間で共有，

協議する意識がもて，各授業で適切な指導・支援が適切に

行える。 

研究内容：①自閉症，ダウン症等の障害特性についての

基礎知識の研修を知的障害部門教職員研修で行う。②自立

活動実践シートを活用して実態把握を深め,授業の中でど

のような指導・支援を行っていくか知的障害部門教職員研

修や学年会等で担任間や学年間で共有する。③指定研修の

授業研究を活用した職員間の授業参観により，授業力向上

の参考とする。 

 

３ カリキュラム・マネジメントに係る取組 

今年度から，管理職，学びの変革推進部，教務部，進路

指導部で構成したカリキュラム・マネジメント検討委員会

を設置し，組織的に取り組む体制を整えた。 

学習指導要領に基づき，これまでの本校における教育研

究の取組を，広特版「学びの変革」アクション・プランと

して整理することにより，授業改善のＰＤＣＡサイクルと

教育課程の改善のＰＤＣＡをつなぐ枠組が整いつつある。 

また，校内研修を実施し，教職員一人一人の学習指導要

領の理解の向上を図っている。 

さらに，校内で実施したアンケートを基に委員会のメン

バーで「児童生徒に育成したい資質・能力」について共通

理解を図り，教職員全体の資質向上を目指している。 

Ｔａｂｌｅ ３ カリキュラム・マネジメント検討委員会年間計画 

 内容 

４月 ・方向性，スケジュール確認 

５月  

６月 「カリキュラム・マネジメントに係る研修～基本的内容と組織的な取組」 

７月 〇児童生徒に育成を目指す資質・能力の意見集約，整理 

８月 〇Ｒ３年間指導計画作成に向けた授業改善シート１（カリキュラム・マネジメ

ント欄）の活用の検討 

９月 ・第 1 回広島県立教育センター課題解決サポート 

10 月 〇「カリキュラム・マネジメントに係る研修１―基本編―（全体）」 
・「広特版『学びの変革』アクション・プラン」全体周知 

11 月 〇「広特版『学びの変革』アクション・プラン」に係る研修 
〇「カリキュラム・マネジメントに係る研修２―実践編―（全体）」 
 （広島県立教育センター課題解決サポート事業（第２回）） 

12 月 〇公開授業研究会 

１月 〇「カリキュラム・マネジメントに係る研修３―発展編―（全体）」 
〇広特版「学びの変革」アクション・プランに係るアンケート実施，集約，改善 
〇今年度の取組に係る報告会 

２月 ・第３回広島県立課題解決サポート（今年度の取組のまとめ） 

３月 〇広特版「学びの変革」アクション・プランの全体周知 

 



重複障害児の教育課程における教科（国語・算数数学）の導入 

広島県立福山特別支援学校 

１ はじめに 

 本校は重度重複障害のある児童生徒の在籍数が全体の８

割を占め，自立活動を主とする教育課程（Ⅲ類型）で学んで

いる。新学習指導要領解説自立活動編では「自立活動の指導

が各教科等において育まれる資質・能力を支える役割を担っ

ている」と明記され，自立活動と教科の学習内容の取り扱い

についての再考を示唆されている。そこで，Ⅲ類型の自立活

動の内容を見直し，認知発達初期段階の国語・算数（数学）

の学びの内容を構築し，次年度から国語・算数（数学）の教

科を取り入れた教育課程を編成していく。 

２ 学習指導表について 

 本校では認知発達初期の実態にある児童生徒に対する独

自の実態把握ツールとして「重度・重複障害児のアセスメン

トチェックリスト（以下 ACL）」を作成し，指導に活用してい

る。ACL は，認知発達に関する先行研究や実践研究の事例を

根拠として，コミュニケーション・認知の分野における発達

の順序を示している。昨年度の研究では，ACL の項目と，新

学習指導要領の知的小学部 1 段階の国語・算数の内容の関連

を研究し，おおよそコミュニケーション・聴覚分野の項目が

国語，認知分野の項目が算数に関連していることが明らかに

なった。それをまとめた成果物が「学習内容表」である。今

年度は「学習内容表」を基に，さらに文献研究を重ね，本校

独自の認知発達初期段階にある子供たちの国語・算数（数学）

の学びを示した「学習指導表

学習指導表学習指導表

学習指導表」を作成した。 

（１） 概要 

国語・算数（数学）につながる発達初期の学びを，ACL の

段階に基づき①～④段階に分け，ACL の項目を基に学習内容

を配列した。各段階で子供たちに付けたい国語・算数（数学）

の力，資質・能力を記している。 

（２） 内容例 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習指導表を活用した教育課程の編成 

 学習指導表を基にした国語・算数（数学）の教育課程を編

成し，12 年間の学びの系統性を明らかにした。 

 

 

 

 

 

 

 

本校の重度重複障害のある児童生徒の様々な実態に対応

した学びが提供できるように，該当する学年学部の段階以下

の段階も学習内容として設定できるようにした。 

４ 新教育課程実施に向けての取組 

（１） 教科書選定 

 教科書の系統性の見直しを行った。国語・算数（数学）の

教科書に当たっては,学習指導表の段階の目標・内容に即し

た教科書（一般図書）を調査・研究し，採択した。それに基

づいた年間指導計画も作成中である。 

（２） 教科化に向けた校内研修（５月・８月・10 月） 

 次年度，本校教職員がⅢ類型の国語・算数（数学）の教科

学習にスムーズに移行できるように，教育課程の改善の方向

性や，本校のⅢ類型の児童生徒に対する「国語」「算数（数学）」

の考え方，学習指導表・学習内容表等を活用した授業作りに

ついての研修を実施した。 

（３） 学習指導案様式の改善 

 前期は学習指導案・指導略案様式を，指導者が設定した目

標が国語・算数（数学）の教科の目標のどちらに関連してい

るかを明記するものに改編した。そして前期の指導略案の評

価・分析から，後期には「国語」「算数（数学）」の２つの略

案様式を新たに作成し，記入例に自立活動の指導案（授業）

との違いを明確に示した。 

５ おわりに 

 次年度からの新教育課程実施に向けて，現在国語・算数（数

学）の年間指導計画を作成している。校内での教職員の教科

学習の意識統一を図りつつ，児童生徒の主体的な学びを構築

していきたい。（文責：藤井絵理） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



廿特版「学びの変革」アクション・プランの取組 
広島県立廿日市特別支援学校 

 

１ 本校版「学びの変革」アクション・プランの概要 

 廿日市特別支援学校版「学びの変革」アクション・プラン

（以下，「アクション・プラン」という。）は，平成 26 年 12

月に広島県教育委員会が策定した広島版「学びの変革」アク

ション・プランに基づき，学習指導要領改訂の方向性を踏ま

えて教職員による議論を重ね，平成 28 年度に策定し，後期授

業から実施している。 

特別支援学校学習指導要領（以下，「学習指導要領」という。）

においては，子供たちに求められる資質・能力は何かを社会

と共有し，連携する「社会に開かれた教育課程」を重視する

こと，何ができるようになるかを明確化すること，主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと，各学

校においてカリキュラム・マネジメントを確立すること等が

示されている。 

 本校は，平成 29 年度から，研究テーマを「児童生徒の意欲，

主体性を育む授業づくり～廿特版「学びの変革」アクション・

プランに基づく生活単元学習の授業改善～」として，各学部

の教職員で作成した仮説に基づき，３年間，授業改善に取り

組んだ。 

 アクション・プランは，保護者や児童生徒と共通理解を図

るため，育成したい資質・能力を校名にちなんで，はつかい

ち（「は」働く力，「つ」つなぐ，「か」活用，「い」意欲，「ち」

知識）と定め，このことを明確にした「単元（題材）計画」，

「指導略案」及び「授業づくり資料」を 授業改善のＰＤＣＡ

サイクルと教育課程の改善のＰＤＣＡサイクルをつなぐ枠組

（授業改善等７つのステップ）に位置付け，学校教育目標で

示している「自分らしく豊かにたくましく生きる力」を育む

ことを目的としている。 

３年半の研究において，平成 28 年度から毎年度実施してき

た教職員対象アンケート「廿日市特別支援学校版『学びの変

革』アクション・プランに関するアンケート」を基に着実に

改善を重ねてきた。また，研究テーマの最終年度である令和

元年度においては，「授業改善のＰＤＣＡサイクルと教育課程

の改善のＰＤＣＡサイクルを両輪とする枠組」及び研究体制

を確立した「授業研究の枠組」の有用性を検証した。 

授業は，「目標」，「手立て」，「評価」から構成される。３年

半行った研究において，児童生徒に育成したい資質・能力を

明確にし，研究テーマ，仮説に基づき，「目標」設定，「手立

て」及び「評価」の方法と妥当性について検討し，組織的に

研究に取り組んできた。教職員対象アンケートの結果におい

ても，カリキュラム・マネジメントや授業改善の取組に対す

る改善状況の全ての項目の平均が 88.2％であり，一定の成果

を上げることができた。 

 

２ 研究テーマに基づく授業改善 

こうした中，学習指導要領においては，「各教科・科目等又

は各教科等の指導に当たっては，個別の指導計画に基づいて

行われた学習状況や結果を適切に評価し，指導目標や指導内

容，指導方法の改善に努め，より効果的な指導ができるよう

にすること」と，個々の児童生徒の学習状況の評価（以下，

「学習評価」という。）を適切に行うことの重要性が示されて

おり，本校が学校全体で改善・充実を図るべき内容である。 

そのため，令和２年度の研究テーマを「育成したい資質・

能力を明確にした授業づくり～学習評価に焦点を当てた生活

単元学習の授業改善（１年次）～」として，指導と評価の一

体化を目指し，さらなる授業改善につなげることとした。 

 

（研究方法） 

① 学校研究仮説を基に，学級単位で授業研究を行う。 

② 研究仮説を達成するため，学習評価の在り方を各学級で

検討し，授業改善シートにおいて明確にする。 

※ 授業改善シートを使用し，個々の学習評価の適切さ及

び仮説の妥当性を，授業改善シートによる自己評価，他

者評価から捉え，具体的な指標で評価する。 

（資質・能力「はつかいち」の観点のうち，その授業でね

らう観点に着目して記入することとする。） 

③ 評価規準を示した単元（題材）計画及び指導略案による

１学級１授業を実施し，「授業実践集」を全学級において作

成し，報告会を実施し，学習評価の方法について共有する

とともに，検証を行う。 

※ 令和２年 12 月 12 日（土）公開授業研究会を開催し，

公開する４学級においては，事前指導に向けた取組及び

単元終了時の児童生徒の変容等をまとめ（授業実践集），

事前指導報告会において報告する。 

④ 公開授業研究会の研究授業４グループのいずれかに教職

員が属し，③を基に学部全体で授業づくりを行う。 

⑤ 教職員対象アンケートに基づいて成果と課題を整理し，

改善を図る。 

 

（仮説・検証方法） 

仮説 検証方法 

育成したい資質・能力を

明確にし，単元（題材）

の評価規準を設定すると

ともに，個々の児童生徒

の学習状況の評価（学習

評価）を適切に行うこと

により，育成したい資

質・能力を身に付けるこ

とができるであろう。 

①単元（題材）計画 「３ カ

リキュラム・マネジメント」欄

の記述により目標の達成状況，

目標設定の妥当性，指導・支援

の適切さ並びに児童生徒の学

習状況を評価する。 

②授業改善シートを活用した

自己評価，他者評価により指

導・支援の妥当性を検証する。 

 

（「授業実践集」による学習評価の方法についての共有・検証） 

は

はは

は

つ

つつ

つ

か

かか

か

い

いい

い

ち

ちち

ち

評価

★学習評価（本時の目標の達成状況，何が身に付いたか。）

★学習評価を行う際に工夫した点や有効だった方法

★学習評価を行う上での課題や改善に向けてのアイデア
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5・4・3・2・1

5・4・3・2・1

5・4・3・2・1

5：大いに当てはまる　4：ほぼ当てはまる　3：標準　2：あまり当てはまらない　1：当てはまらない

⑰研究仮説を達成するための教材・教具，授業展開，指導方法等の工夫がある。

　研究仮説「育成したい資質・能力を明確にし，単元（題材）の評価規準を設定するととも

に，

　個々の児童生徒の学習状況の評価（学習評価）を適切に行うことにより，育成したい資質・

　能力を身に付けることができるであろう。」

⑱児童生徒のよい点や可能性，進捗の状況などを積極的に評価している。

⑲学習の過程の適切な場面で評価を行っている。

5・4・3・2・1

5・4・3・2・1

⑫授業規律を徹底している。（授業開始時間，終了時間，挨拶等） 5・4・3・2・1

⑬児童生徒が関わりをもち，共に活動する場面が設定されている。

⑭前時の振り返りを行ったり，既習事項を生かしたりする場面が設定されていたりする。

⑮児童生徒が興味・関心をもつような教材・教具，提示の仕方，発問の工夫等がある。

⑯児童生徒の実態に合った方法で説明したり，指示を出したりしている。

5・4・3・2・1

5・4・3・2・1

教師に指定された果物をカップに入れることや，ミキサーに果物を入れることを楽しみ，繰り返し行うことができた。ま

た，ミキサーが作動すると３名とも注目し，「やってみたい」という気持ちを「○○ちゃんする！」という発言や，スイッ

チに手を伸ばす動作で表出することができた。

具体的な場面において評価できるよう個々の目標を細かく設定したことや，意欲をもっていることを評価できるよう，普

段見られる表出の方法を本時の目標達成基準とした。

より意欲的に取り組んでいると評価できるようにするために，前時より難しい課題を設定しておき，児童が「少し難しそ

うだけどチャレンジしてみよう」と思えるような環境設定や目標設定をしていきたい。

 

授業実践集から関連部分を抜粋 



児童生徒の得意を生かしたキャリア発達を促す授業づくり 
広島県立福山北特別支援学校 

１ 目的 

本校では，昨年度まで「コミュニケーション能力を活用す

る児童生徒の育成」をテーマに研究を行ってきた。研究を通

して，授業における児童生徒相互のかかわり合いが，身に付

けたことを他の場面で活用する力や自分を表現する力の育成

につながっていることを確認した。 

 一方，児童生徒が身に付けた能力を活用することを通して，

学びの価値や手応えを実感し，自己の将来と結び付けて次の

学びに向かえているか，また，教員は児童生徒が学びの価値

や手応えを実感し，自己の将来と結び付けて次の学びに向か

っている姿，または，向かおうとしている姿を見取り，授業

を改善できているかという視点では検討されていない。 

そこで，今年度からの研究テーマを「児童生徒の得意を生

かしたキャリア発達を促す授業づくり」とし，２年計画で実

施する。ここでの「得意」とは「児童生徒が上手に行うこと

ができ，自信をもっていること」，「上手に行う」とは「本人

が手馴れて楽しそうに行っている様子」と定義した。 

２ 方法 

（１）本校教員を対象としたアンケート調査 

今年度は年度当初（研究開始前）と年度末にアンケートを

実施する。年度当初のアンケートの質問項目については文献

研究を行い，「キャリア教育で身に付けさせたい力」や「キャ

リア発達が促されたと感じた姿」等を設定した。アンケート

の分析にはテキストマイニングを用い，よく使われる特徴的

な単語や単語同士のつながりから，①教員が児童生徒のキャ

リア発達をどのように捉えているか，②学部間の捉え方に差

異があるのか，③研究を通してキャリア発達の捉え方が変容

するのか等を明らかにする。 

（２）「キャリア発達支援シート」の活用 

 各学級児童生徒１名を対象とし，「年間目標達成のために身

に付けさせたい力」や「児童生徒の好きなことやできること，

得意なこと」を担任同士で話し合うツールとして本校独自に

「キャリア発達支援シート」（以下，シート）を作成した。シ

ートで整理された児童生徒の目標や得意なことを基に学習指

導略案を作成し，授業づくりのツールとして活用する。 

（３）授業研究 

今年度 10 月から１月まで①一学級一授業（各学級で行う

研究テーマに関する授業），12 月に②校内授業研究会を実施

する。①一学級一授業については，小・中・高全学部の授業

日程を予め周知し，他学部への授業参観を促す。②校内授業

研究会の研究授業は，オンラインで別室での視聴を可能とす

る。研究協議会では，気付き等を書いた付箋を持ち寄り協議

を行う。協議の柱は，キャリア発達を促すための指導・支援

は適切であったか，児童生徒のどのようなキャリア発達を促

すことができたか（指導を継続すれば促すことができるか）

である。研究協議会で得られた教員の気付き等を，ＫＪ法を

参考にして分析し，結果から児童生徒の得意を生かしたキャ

リア発達を促す授業づくりについて検討する。

３ 結果 

（１）本校教員を対象としたアンケート調査 

年度当初に本校教員を対象としたアンケート調査を実施し，

テキストマイニングを用いて分析した。 

まず，「キャリア教育で身に付けさせたい力」からは，各学

部共通して「挨拶」や「コミュニケーション能力」等，人と

の関わりに関する内容が多いことが確認された。 

また，「キャリア発達が促されたと感じた姿」からは，人と

の関係の中や実習の場面等で，優しい言葉遣い，正しい言葉

遣いをする姿，ありがとうと言う姿等，児童生徒の様々な姿

をキャリア発達と捉えていることが確認された（Fig.1）。 

（２）「キャリア発達支援シート」の活用 

シートの「年間目標達成のために身に付けさせたい力」に

ついては，「自分の気持ちや考えを表現すること」や「場面に

応じた言葉遣いをすること」等，人との関わりに関する内容

が多く書かれていた。「基礎的・汎用的能力」の項目に当ては

めると，全学部において「人間関係形成・社会形成能力」の

割合が最も高く，多くの教員がコミュニケーション能力の育

成や活用を児童生徒の課題として捉えていることが確認され

た。 

（３）授業研究  

昨年度まで他学部への参観者はいなかったが，今年度は全

学部の授業日程を周知することで，他学部の授業を含めての

参観がしやすくなった。 

一学級一授業の研究協議会では，前述した協議の柱に加え，

教員が児童生徒の以前の姿との比較によりキャリア発達を捉

えたり，キャリア発達を促すために必要な力や学習活動につ

いて話し合ったりと，キャリア発達を捉える視点を広げてい

く様子が見られた。 

４ 考察 

結果から，多くの教員は，児童生徒のコミュニケーション

能力等，人との関わりの中での変容をキャリア発達として捉

え，児童生徒の目標や課題としていることが分かった。一方

で，教員は，児童生徒のキャリア発達の視点をコミュニケー

ション能力等の人間関係形成・社会形成能力に限定して捉え

ているとも言えよう。 

今後は，研究協議会等で得られた多様な視点に加え，客観

的な指標を基に目標設定することを推進し，教員が多面的に

キャリア発達を捉えられるようにするとともに，学校全体で

体系的・系統的にキャリア教育を推進する体制を整えていき

たい。 

Fig.1 本校教員が考える「キャリア発達が促されたと感じた姿」（一部抜粋） 



教師の『子供の見方』を豊かにする学びあい 
チームの強みを生かした授業研究『学びあいの場』を通して 

三原特別支援学校 

 

１． 研究目的 

本校は昨年度，富山大学，富山大学人間発達科学部附属特別

支援学校との連携を行い，その中で，「『子供の事実』を見るこ

と」，「『子供の内面』に対する理解を深めること」の重要性につ

いての理解を深めてきた。   

そこで，本研究では，子供の姿（事実）から，その時の子供

の思考（内面）を推察することを通じて，教師の「子供の見方」

を豊かにし，「子供を見る力」を高めることを目的とした授業研

修を行う。 

 

２． 研究方法 

（１）「学びあいの場」の概要 

 本研究は，昨年度まで 

行っていた，参観者が授 

業者へ様々なアドバイス 

をするような「“教えあ 

う“授業研究」ではなく， 

参観者と授業者がお互い 

に子供の内面について推 

察しあい，それぞれの解 

釈を「”聴きあう“授業 

研究」を目指している。 

その「”聴きあう“授業 

研究」を「学びあいの場」 

として実施する。 

 

（２）「学びあいの場」の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 公開授業の参観 

１つの授業を 15 分毎に，序盤，中盤，終盤の３場面に分

けて，それぞれの場面を３名の教員が参観し，計９名の教員

が１つの授業を参観する。 

② LC（ラベル・コミュニケーション） 

  放課後，授業を参観した序盤，中盤，終盤のグループに分

かれ，各グループ３名でラベル・コミュニケーション（以下

LC）を行う。LC では，参観者が見た子供の姿（事実）を「青

ラベル」に，その姿（事実）に対する自分自身の解釈を「赤

ラベル」に書き，解釈を聴きあう。そこで出た事実や解釈を

もとに，授業者へ聴くことを絞り，授業者への質問を「黄色

ラベル」に記載する。 

  ここでは，前時までの子供の様子を知らない参観者による，

幅広い角度からの子供の観察と解釈が得られると考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ AL（アクティブ・リスニング） 

  授業者，参観者全員による 

聴きあい（アクティブ・リス 

ニング（以下 AL））を，プロ 

ンプタの進行の基に行う。 

それぞれのグループ代表者 

から，授業者へ，LC で出た質 

問を行う。ここでは，参観者 

から出る幅広い角度からの子 

供の解釈と，授業者から出る， 

日ごろから子供の様子を知った上の解釈を重ね，子供の内面

に迫っていく。 

 ④協同学習リフレクション 

  再び LC のグループに分かれて，LC，AL で得られた，参観

者個人の学びを共有する。 

 ⑤アンケートの実施 

  授業者，参観者それぞれにアンケートを実施し，本研究の

成果と課題を分析する。 

 

（３）分析 

 本年度から来年度までの２年間の研究の中で，アンケートの

回答や，LC，AL での発言内容，青，赤ラベルの記述，インタビ

ュー等により，教師の「子供を見る力」の変容を分析していく。 

 

３．「学びあいの場」の実施 

 １日に１～２授業を公開授業とし，１か月に，２～３日程度

を公開。年間を通して毎月公開授業をすることで，全クラスで

公開授業をできるようにする。今年度は，６月，７月に実施し，

10 月以降，毎月実施する予定である。 

 

４．これまでの成果と課題 

（1）アンケートの回答から 

 〇授業者の声 

 ・普段気にならない場面に着目でき，どういった意味がある

のか，考えていきたい。 

 ・以前よりも，子供の言動に着目するようになった。 

 〇参観者の声 

 ・子供の言動の背景にある心の動きに気を配るようになった。 

 ・生徒の顔の表情とか目の動き等，よく見るようになった。 

 〇回答のまとめ 

アンケートの回答から，「学びあいの場」に参加した教師

の，「『子供の内面』に対する理解を深めることの重要性」へ

の意識が高まったことが伺えた。 

 

（２） LC，AL の内容から 

 学びあいの場を実施する中で，「事実」のみを書く「青ラベル」

に，事実のみでなく，参観者の「解釈」が入ることがあった。 

〈事例〉 

 ・教師が，生徒 Bへの指示の後，生徒 A に対して起きるよう

言葉掛けをした後，生徒 Bが生徒 A の方に首を向け，作業

に集中できていなかった場面。 

・青ラベル 

  『生徒 Bは，生徒 A を気にしながら作業していた。』 

 ・赤ラベル 

  『教員の一つ一つの言葉に反応していて，B に掛ける言葉

を覚えているのではないか。』 

この青ラベルは，「気にしながら」という参観者の解釈の言葉

でまとめられていて，ラベルを見る他の参観者にとって，前後

の状況を知ることが難しくなっている。 

この場合，青ラベルを 

『生徒 Bは，生徒 A に対する教員の「起きて」という発言の後

に，生徒 A の方に首を向け，見ていた。』 

とすると，この場面の状況が的確に分かり，赤ラベルに書かれ

た解釈の発生源や，その解釈に至るまでの過程を知ることがで

きるようになる。 

 今後は，このように，事実と解釈を明確に分け，事実を的確

に書くことで，解釈に至るまでの過程を明確に共有できるよう

にしていきたい。そうして，より豊かな「子供の見方」を，教

師間で共有できる「学びあいの場」になっていくことで，研究

目的の達成に近付けていきたい。 







自ら気付き，考え行動できる授業づくり 

～環境の構造化，スケジュールの構造化及び指導法の構造化を通して～ 

広島県立呉特別支援学校江能分級 

 

  

 

１

１１
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 研究テーマ設定の理由

研究テーマ設定の理由研究テーマ設定の理由

研究テーマ設定の理由 

  

 

 

  

 本校では，平成 30 年度から三年間の計画として，研究主 

題を「自ら気付き，考えて行動できる授業づくり」と設定し

児童生徒が自ら気付き，考えて行動する姿を引き出すことが

できるよう取り組んできた。昨年度は，切れ目のない教材・

教具の開発を行い，授業実践及び評価を行った。課題として

は，教職員の自己評価では「考えて行動させるための手立て

は適切であったか。」について評価点が低かったことや，学

校全体での構造化はできておらず，全ての児童生徒にとって

有効な教材・教具を学校全体で活用できていなかったこと等

が残った。 

 以上のことから，育てたい資質・能力のうち「思考力・判

断力・表現力等」に重点を置き，学校全体で環境の構造化，

スケジュールの構造化及び指導法の構造化を行っていく必

要があると考え，本副題を設定した。 

２

２２
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 研究仮説

研究仮説研究仮説

研究仮説 

  

 

環境の構造化，スケジュールの構造化及び指導法の構造化

を行えば，相手や場が異なる場面においても，児童生徒の自 

ら気付き，考えて行動する姿を引き出すことができるだろう。 

３

３３
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 検証の視点と方法

検証の視点と方法検証の視点と方法

検証の視点と方法 

  

 

（１）検証の視点 

   児童生徒が気付き，考えて行動することができたか。 

（２）検証の方法 

  ア 単元計画及び学習指導略案等の学習評価 

  イ 授業評価シートの集計・分析 

  ウ 行動観察 

４

４４
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 取組

取組取組

取組 

  

 

（１）校内授業研究会（年二回の実施） 

 ○校内授業研究会① 

 ・高等部第３学年１組（単一障害学級） 

  職業「進路について考えよう」 

指導者 教諭 久髙 一仁 

 

 

 

（２）一人一回研究授業及び研究協議会 

○協議の柱 

 ・自ら気付き，考えて行動できていたか。 

 ・手立ては，適切だったか。（手立ての観点は，環境の構

造化・スケジュールの構造化・指導法の構造化） 

 ○第４回一人一回研究授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）研修会 

 ・課題解決サポート事業（全３回） 

  講師：広島県立教育センター特別支援教育・教育相談部 

     指導主事 松本 和裕 氏 
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 研究のまとめ

研究のまとめ研究のまとめ

研究のまとめ 

  

 

 ３つの構造化のうち２つについては，次のように仮に定義

付けをすることで，児童生徒が自ら気付き，考えて行動する

姿を引き出すことができた。 

環境の構造化：場所と活動を１対１対応させ，どこで何をす 

るのか示すこと。 

スケジュールの構造化：その単元，その日，その授業の予定 

を示すこと。 

残り１つの指導法の構造化については，手順表や指示書，

授業の流れのパターン化等を様々な授業で実践し，研究して

いる所である。「見れば分かる・言わなくても分かる」手立

てとして整理していく。

授業の構造化の様子 

高等部研究授業の構造化の様子 



広島県立沼隈特別支援学校 

 

研究テーマ 

《チャレンジと振り返りを通して，「次への意欲」を育む授業

づくり～児童生徒の「やってみよう！」「よし，やるぞ」とい

う姿を目指して～》 

 

１ はじめに 

「研究構想図」には，児童生徒が様々な授業の中で，「チャ

レンジ」を行い，その成果（成功や失敗）について「適切な

振り返り」（成功した際には成果が分かる振り返り，失敗した

際には成功に向けた振り返り）を行うことを繰り返して，ス

パイラル状に「次への意欲」が育まれて行く様子を示してい

る。最終的なチャレンジの成功に向けて，教師側も課題や手

立ての見直しを行うことが必要だと考え，その点も明記して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究構想図】 

 

２ 研究方法 

(1) 実践の振り返りと成果の共有を通した授業改善 

  ア 授業づくり 

   チャレンジと振り返りの場面を取り入れ，児童生徒の

「次への意欲」を育む授業実践例を集約し，共有する。 

  イ 教材・教具 

   児童生徒の実態に応じた適切な教材・教具についての

研究を進める。 

  ウ 協議方法 

   協議の方法を見直し，協議した成果を共有しやすくす

ることで，授業づくりに反映できるようにする。 

(2) 児童生徒の「次への意欲」が高まる要因についての

分析 

実践例の分析やアンケートを実施して，「次への意欲」

を育むための要因（内容・手立て等）について明らかに

する。 

３ 取組事例                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部（小学部第４学年

小学部（小学部第４学年小学部（小学部第４学年

小学部（小学部第４学年 

  

 体育科

体育科体育科
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 「表現

「表現「表現

「表現運動

運動運動
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視覚
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視覚的
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な支援の工夫

支援の工夫支援の工夫

支援の工夫 

  

 

ipad で動画で撮影し，その場て児童に 

見せていました。 

十分な

十分な十分な

十分な活動時間

活動時間活動時間

活動時間の確保

の確保の確保

の確保 

  

 

活動の時間を十分に取り，太鼓の音に合わせてリ

ズムよく動きました。 

目標

目標目標

目標設定の工夫

設定の工夫設定の工夫

設定の工夫 

  

 

一人一人に応じた目標設定により， 

個の課題に応じた課題設定をして 

いました。 

中学部（中学部第１学年

中学部（中学部第１学年中学部（中学部第１学年

中学部（中学部第１学年 

  

 生活単元学習
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巾着袋のヒモ通しの手順を動画やスライドで提

示していました。 

個に

個に個に

個に応じた

応じた応じた

応じた教材

教材教材

教材の工夫

の工夫の工夫

の工夫 

  

 

一人一人に応じた補助具の工夫により，

活動の難易度を調整し，個の課題に応じた

課題設定をしていました。 

十分な

十分な十分な

十分な活動時間

活動時間活動時間

活動時間の確保

の確保の確保

の確保 

  

 

活動の時間を十分に取り，見守ることで生

徒は試行錯誤しながら何度も挑戦し，「自分で

できた」と達成感が味わえるようにしていま

した。 

高等部（高等部

高等部（高等部高等部（高等部

高等部（高等部第１学年

第１学年第１学年

第１学年 
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生徒の考える時間を

しっかりと確保し，試

行錯誤しながら活動す

ることができていた。 



児童生徒一人一人の「働く」生活を目指した授業づくり 

―主体的な学びを促進する ICT を活用した授業づくりの探求― 

広島県立黒瀬特別支援学校 

 

１ はじめに 

 これまで本校では，「育てたい力段階表」や「授業づくりの

ポイント」などを活用して「児童生徒一人一人の働く生活を

目指した授業づくり」を行ってきた。その中でも，児童生徒

が「主体的な学びを促進する」ためには，どのような授業を

実践していくことが必要であるか研究してきた。 

 昨年度末からの新型コロナウイルス感染症の流行により

「新しい生活様式」に伴う多様な学び方の実践の必要性が緊

急の課題となってきた。そこで，本校では年度当初の予定に

加えて，全国の特別支援学校の ICT の実践（魔法のじゅうた

んプロジェクト）をまとめ，全校教職員に周知し，「自分たち

に今できる実践」について検討した。 

 このような状況から，今年度本校では ICT を活用してより

主体的な学びを促進する授業づくりを研究している。 

 

２ ICT 機器に関するアンケート 

 今年度７月末に実施したアンケートの結果である。 

 

 

 アンケート調査の結果，ICT 機器を活用した指導・授業に

ついて７割の教職員が苦手，やや苦手と感じていることがわ

かった（図１）。 

 また，本校にある ICT 機器をそれぞれどのくらい活用して

いるか４段階評価で答える問いからは，本校教職員はパソコ

ンとカメラを活用している割合が高いということがわかる

（図２）。 

 また同時に，ICT 機器を授業でより効果的に利用するため

にはどのようなことが必要と感じるか意見を募集した。この

意見集約から，「ICT 機器の設備・台数について」「ネット環

境の整備について」「実践例を含める研修の実施について」等

が多く挙げられた。 

 

３ 成果と課題 

 今回の意識調査により，教職員の７割がＩＣＴ活用に対し

て苦手意識をもっていた。しかし，GoogleClassroom や Meet

機能を活用した授業実践を行っている教職員もいる。苦手意

識をもっている教職員の数を減らすとともに，ICT を活用す

る割合も増やしていくことが課題である。 

アンケートの意見集約で得られた「ICT 機器の設備・台数

について」「ネット環境の整備について」改善してほしいとい

うことについては，来年度には小・中学部，高等部第１学年

へのタブレット一人一台導入や，校内のネット環境の整備が

始まるので，改善されていく。また，10 月に各教室にパソコ

ンとモニタが整備され，７月末よりも授業や支援場面で ICT

機器を活用する割合が増えていると考えられる。「実践例を

含める研修の実施」をどのように行っていくかが課題である。 

 

４ 今後の予定 

 ICT 機器活用に関する実践例を紹介する研修を行う等，教

職員の ICT 機器に対する苦手意識を軽減していく。アンケー

ト調査で得られたタブレット，パソコン，モニタ以外の ICT

機器を活用するために必要な整備についても検討していく。 
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「主体的・対話的で深い学び

を目指し、『ことば』の力を

育むための授業づくり～『こ

とば』を使って伝え合おう～

(２年次)」 

広島市立広島特別支援学校 

 

１．研究概要 

  本校では、「主体的・対話的で深い学びを目指し、『こと

ば』の力を育むための授業づくり」という研究主題のもと、

３年次計画で研究を進めている。 

多様な実態の児童生徒が在籍しているため、本校では、

音声言語のみでなく，児童生徒が発するあらゆる表情，微

細な動き,身振り、発声、喃語などを児童生徒の「ことば」

として受け止めることとしている。 

研究の目的は，主体的・対話的で深い学びを目指し，思

考を支える「ことば」の力を育むために，国語科・自立活

動の授業の在り方を明らかにすることである。この目的の

もと、児童生徒が「ことば」のイメージを広げ，深め，「こ

とば」を活用しながら発信したり， 伝え合ったりする姿

を目指す。 

２．今年度の研究 

今年度は、「『ことば』を使って伝え合おう」を副題とし

て、研究に取り組んでいる。研究仮説は、「伝え合う活動

を取り入れた学習によって、主体的・対話的で深い学びが

成立するであろう。」である。 

副題として、「『ことば』を使って伝え合おう」を挙げて

いるが、授業の中に伝え合う活動を取り入れることが目的

ではない。授業の中に、伝え合う活動を取り入れたことに

より、どのような学びが生まれたか、どのような変容が見

られたか、ということが重要になると考える。最終的には、

「伝え合う」場面を取り入れた授業づくりを通して、主体

的・対話的で深い学びの実現を図り、児童生徒の資質・能

力の育成を目指している。（図１） 

 

  【図１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指  

        した「伝え合う活動」の設定概念図 】 

主体的・対話的で深い学びの実現を目指すために、本

校版主体的・対話的で深い学びの姿を示した「でじまっ

子チャート」を作成した。（図２）これは、本校教員へ

のアンケートを基に、児童生徒の「主体的」、「対話的」、

「深い学び」の姿を整理したものである。それぞれの姿

を見える化することで、児童生徒一人一人の姿をより具

体的に思い描くことができ、適切な目標設定や授業評

価・授業改善、児童生徒の見取る力への向上へとつなげ

ることができると考える。 

  

【図２ でじまっ子チャート 】 

３．これまでの成果と課題 

  児童生徒の主体的・対話的で深い学びの姿として「で

じまっ子チャート」を作成したことは、児童生徒の目指

す姿の具体化・明確化を図る上で成果があったと言える。

しかし一方で、「でじまっ子チャート」には、全学部や

類型の児童生徒の姿が挙げられているため、担当してい

る児童生徒に当てはまる姿を思い描きにくいという意

見もあった。 

   今後は、より児童生徒の実態に即して活用することが

できるよう、「でじまっ子チャート」を学部・類型ごとに

作成し、全校一丸となって、本校版の主体的・対話的で

深い学びを探求していきたい。 



６ 広島県特別支援学校教育研究会会則 

 

（名称） 

第１条 本会は，広島県特別支援学校教育研究会（以下「教育研究会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 教育研究会は，広島県立教育委員会の指導のもとに学習指導要領等の法令に則って自主的・創

造的な教育研究活動を行い，本県特別支援学校教育関係者の資質向上と学校教育の振興を図るこ

とを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 教育研究会は，前条の目的を達成するため次のような事業を行うものとする。 

（１） 研究会，講演会等の開催 

（２） 研究調査の実施 

（３） 研究結果についての刊行物出版 

（４） その他教育研究会の目的達成に必要な事業及び関係機関との連絡調整 

 

（構成） 

第４条 教育研究会は，特別支援学校の教職員をもって構成する。 

 ２ 本会は，研究の趣旨に賛同する者で構成する。 

 ３ 本会に役員会を置く。 

 

（役員） 

第５条 教育研究会は次の役員を置く。 

（１） 会 長 １人 

（２） 副会長 １～２人 

（３） 理 事 １～２人 

（４） 監 事 １～２人 

 ２ 役員は，校長の職にあるものでなければならない。 

 

（職務） 

第６条 役員の職務は次のとおりとする。 

（１） 会長は，教育研究会を代表し，会務を統括する。 

（２） 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるとき又は会長が欠けたとき，その職務を代理し又

は代行する。 

（３） 理事は，教育研究会の会務を分担処理する。 

（４） 監事は，会計を監査する。 

 

（任期） 

第７条 役員の任期は１年とする。ただし，補欠又は増員により選任された役員の任期は，前任者又は

現任者の残任期間とする。 

 ２ 役員は，再任されることができる。 

３ 役員は，辞任又は任期満了においても，後任者が就任するまではその職務を行わなければならな

い。 

 

（役員会） 

第８条 役員会は，第５条に定める役員で構成する。 

 ２ 役員会は会長が招集し，次のことを審議決定する。 

（１） 会長，副会長，監事の選出に関すること 

（２） 事業計画及び予算の立案に関すること 



 

 

（３） 会則等の改廃に関すること 

（４） 事業報告及び決算の承認に関すること 

（５） 事業計画及び予算の承認に関すること 

（６） その他必要な事項に関すること 

 

（事務局） 

第９条 教育研究会にかかる庶務を処理するため，事務局を会長の所属する学校に置く。 

 

（会則改正） 

第１０条 この会則の改正は，役員会の４分の３以上の賛成及び広島県教育委員会の承認を得なければ

ならない。 

 

（その他） 

第１１条 この会則に定めるもののほか，教育研究会の運営に必要な事項は，会長が別に定める。 

  附則 

この会則は，平成１２年４月１日から施行する。 

  附則 

この会則は，平成１７年５月６日から施行する。 

  附則 

この会則は，平成１８年３月３０日から施行する。 

 附則 

この会則は，平成１９年６月１８日から施行する。 

 附則 

この会則は，令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 令和２年度広島県特別支援学校教育研究会 

＜役員＞ 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

役職 氏名 学校名・職名 

会 長 平川 泰寛 廿日市特別支援学校・校長 

副会長 陰迫 紀世美 沼隈特別支援学校・校長 

理 事 久保 薫 広島北特別支援学校・校長 

監 事 峯本 英紀 三原特別支援学校・校長 

役職 氏名 学校名・職名 

事務局長 池田 勝己 廿日市特別支援学校・教頭 

副事務局長 岩井 千鶴子 廿日市特別支援学校・教頭 

会計 松浦 真由美 廿日市特別支援学校・総括事務長 

事務局員 大坪 浩恵 廿日市特別支援学校・部主事 

事務局員 藤川 安芸子 廿日市特別支援学校・部主事 

事務局員 中本 和幸 廿日市特別支援学校・部主事 


